
えんぶり　観客を魅了 新型コロナウイルスの影響により南部地方えん

ぶりの中止が続いているなか、法光寺で開催され

た南部町春まつりにおいて、5月4日、剣吉えん

ぶり組がえんぶりを披露。観客たちは2年ぶりと

なる豊年豊作の舞を堪能しました。
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新
庁
舎
建
設
に
伴
い
旧
庁
舎
の

役
場
機
能
を
移
転
し
、
旧
本
庁
舎

の
1
階
に
、
総
合
窓
口
と
な
る
福

地
支
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
施

設
の
有
効
活
用
を
図
り
、
町
内
の

経
済
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
総
合
窓
口
以
外
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
「
ジ
ャ
ッ
ク
ド

オ
フ
ィ
ス
」
と
し
、
起
業
家
や
一

般
企
業
、
町
内
の
各
種
団
体
等
の

事
務
所
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住民生活課関係　戸籍証明書、住民票の写し、印鑑登
録・印鑑証明書、戸籍の届出、住民異動届　など

税務課関係　南部町税の納付、所得課税証明書、評価証
明書、納税証明書等の交付、口座振替の申請　など

健康こども課関係　国保の異動届、国保・後期高齢者の
保険証、乳幼児・子ども・ひとり親医療費　など

福祉介護課関係　介護保険証、重度医療・障害者手帳等
の申請受付、生活保護に関すること　など

公金の納付　南部町の公金の納付（南部町営住宅など）
※国税、県税、他市町村の公金の納付はできません
その他　ハチカ交付申請、耕作証明書の交付　など
問合せ　福地支所　☎0178-84-2111

福地支所では、以下の窓口業務を行っています

【 1階 平面図 】

102号室101号室

104号室

103号室

▶101号室「福地支所」
▶102号室「福地支所（会議室）
▶103号室「（一社）扇会」
▶104号室「ｂeｂoｐ」

【 2階 平面図 】

201号室

202号室

▶201号室「スタディルーム・パスカル」
▶202号室「南部町商工会」

【 3階 平面図 】

301号室

302号室
303号室

304号室

305号室

306号室

▶301号室「（学）光星学院」
▶302号室「エグゼラボ」
▶303号室「三戸郡教育振興会」
▶304号室「（株）NEWS Agency」
▶305号室「Gypsophila 婚活サロン」
▶306号室 ※※借受者募集中

1階

2階

3階

福
地
支
所
で
は
各
課
の
窓
口
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す

ジ
ャ
ッ
ク
ド
オ
フ
ィ
ス
　
事
業
活
動
ス
タ
ー
ト

一
般
企
業
や
各
種
団
体
の
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸
し
付
け
し
、

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
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南部町商工会（202号室）

代表者　会長　山田賢司（事務局長　中里司）
事業内容　町内事業者への経営支援・補助等
連絡先　☎0178-38-1159

以前の施設の老朽化に伴い、移転してまいり
ました。駐車場が広くなり、利便性が向上した
と感じています。これまでどおり、町内中小企
業への支援を通じて、商工業の発展に努めてま
いります。また、7月～9月の第1土曜日にバー
デパーク駐車場で「南部夜

よ い ち

市」を開催する予定
です。皆さんのご来場をお待ちしています。

貸し付けしている事業者の皆さんをご紹介します
現在貸し付けしている事業者のうち、ジャックドオフィスでの業務をスタートしている事業者の皆さんをご紹

介します。今回ご紹介できなかった事業者は、今後の広報でご紹介する予定です。

エグゼラボ（302号室）

代表者　工藤育子
事業内容　健康増進を目的とした運動教室開催
連絡先　☎080-1830-6124

ミッティングというボクシングの動きを取り
入れた運動と、ピラティスによるエクササイズ
教室です。運動不足解消、ストレス発散、脳ト
レにも良いです。現在、中学生から80代までの
男女が会員として楽しく汗を流しています。年
齢・性別問わず会員募集中です。運動初心者で
ももちろんOK。お気軽にお問い合わせください。

株式会社 NEWS Agency（304号室）

代表者　代表取締役　蛯名義明
事業内容　総合広告代理業、デザイン業
連絡先　☎090-2797-8903

南部町内の仕事が増えてきたこと、また自分
自身町内在住のため、南部町も拠点にしたいと
考え入居しました。チラシなどの印刷物からホー
ムページ、イベント、テレビCMまで、様々な
モノ・コトの企画・制作に取り組んでいます。
町内の個人事業主や農家さんで何かお困りのこ
とがあれば、ぜひお問い合わせください。

三戸郡教育振興会（303号室）

代表者　会長　小山田孝兆
事業内容　三戸郡内の町村教育行政にかかる事

務、連絡調整
連絡先　☎0178-38-5575

南部町は三戸郡内6町村のちょうど中心に位置
しており、会議等を開催しやすいためオフィス
を借りています。新しい事務所は広々しており、
明るい雰囲気でとても快適です。引き続き、三
戸郡内6町村の小中学校における教育振興、各学
校のサポートに努めていきます。
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民生委員・児童委員あたたかい善意に感謝します

南部町総合振興計画の策定にあたり意見を募集します

三戸ライオンズクラブ（大坊幸吉会長）が、令和4
年度町内小学校に入学する新1年生へ図書カードを寄
贈してくださいました。

4月4日に教育長室へ図書カードの寄贈に訪れた大
坊会長は「子どもたちの教育活動と読書活動の推進
に役立ててもらいたい」と話しました。

民生委員・児童委員に、根市正彦さん
（下名久井）が就任しました。

任期は、令和4年3月28日から令和4
年11月30日までです。

「南部町総合振興計画」は、まちづくりに関する基本理念やまちの将来像、各種計画を定め、住民・地域
と行政が知恵と力を結集し、住みよいまちづくりに取り組んでいくための計画です。

現在の第2次南部町総合振興計画前期基本計画は、平成30年度から令和4年度を計画期間としており、今
年度が計画の最終年度となっているため、これまでの取り組みや新たな課題などを踏まえ、これに続く後
期計画を策定するものです。

策定にあたり、下記のとおり町民の皆さんからご意見を募集します。

募集期間　6月13日（月）～7月1日（金）
応募資格
▶町内に居住、通勤、通学している方
▶町内の事業者および団体
募集内容　現在の前期基本計画で掲げている40

の施策（p32-p120）の「現状と課題」「施策
の方針」「主な取り組み」について

※現在の前期基本計画は、受付場所で閲覧でき
るほか、町ホームページへも掲載しています。

受付場所　企画財政課、福地支所、剣吉支所、
南部支所

提出方法　各庁舎窓口に設置している意見書（町
ホームページからもダウンロード可）に必要
事項を記入のうえ、窓口へ提出してください。

　窓口以外では郵便、ファックス、メールでも
受け付けします。

問合せ・提出先　企画財政課
☎0178-38-5960
FAX 0178-38-5980
〒039-0592　南部町大字平字広場28-1
Eメール kikaku@town.aomori-nanbu.lg.jp

大坊会長から高橋教育長へ図書カードが手渡されました
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第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

※
7
月
10
日
（
日
）
が
投
開
票
日
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す

　
正
式
な
日
程
は
送
付
す
る
入
場
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

投
票
で
き
る
方

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、

「
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
投
票

日
ま
で
に
18
歳
以
上
に
な
る
日
本

国
民
で
、
選
挙
の
基
準
日
（
公
示

日
前
日
）
ま
で
に
、
同
一
の
市
町

村
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住

（
住
民
登
録
）」
し
て
い
る
方
が
、

そ
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

投
票
の
方
法

投
票
は
「
青
森
県
選
挙
区
」
と

「
比
例
代
表
」
の
２
種
類
あ
り
、

ど
ち
ら
も
自
書
式
の
投
票
に
な
り

ま
す
。

青
森
県
選
挙
区　
候
補
者
の
氏
名

を
記
入

比
例
代
表　
参
議
院
名
簿
登
載
者

の
氏
名
ま
た
は
政
党
等
の
名
称

の
ど
ち
ら
か
を
記
入

投
票
所
入
場
券

投
票
所
で
の
受
け
付
け
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
投
票
所
入
場
券
を

郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
が
届
か
な

い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
選
挙
権

が
あ
る
場
合
は
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
受
付
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

投
票
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
町
内
３
か
所
の
期
日
前
投
票
所

の
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

場
所

▼
南
部
町
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

　
「
町
民
室
」

▼
南
部
支
所
１
階
「
町
民
ロ
ビ
ー
」

▼
福
地
支
所
１
階
「
会
議
室
」

※
7
月
9
日
（
土
）
は
ジ
ャ
ッ
ク

ド
ま
つ
り
の
開
催
を
予
定
し
て

投票所　
投票区 投票所名 投票所の住所 投票区 投票所名 投票所の住所
1 福地支所 苫米地字下宿23番地1 10 鳥谷ふるさと館 鳥谷字青鹿長根27番地1
2 高橋集会所 高橋字横舘2番地2 11 剣吉公民館 剣吉字五合田29番地1

3 福田集会所 福田字家ノ下3番地4 12 斗賀・新開地地区介護予防
拠点施設げんき館 斗賀字土口前26番地2

4 あけぼの研修センター 杉沢字あけぼの1番地108 13 南部町ふれあい交流プラザ 大向字泉山道9番地87

5 あかね集会所 福田字あかね3番地89 14 大向コミュニティ
防災センター 大向字飛鳥39番地3

6 上名久井公民館 上名久井字上町16番地11 15 古町町内会館 小向字古町116番地4
7 平公民館 平字若宮前27番地4 16 門前町内会館 沖田面字早稲田8番地
8 下名久井公民館 下名久井字台所屋敷10番地3 17 南部老人福祉センター 沖田面字下村42番地2
9 鳥舌内すこやかセンター 鳥舌内字七ツ役8番地1 18 相内町内会館 相内字沢構78番地

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策

投
票
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

▼
投
票
所
の
入
り
口
付
近
に
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
し
ま
す
。

▼
投
票
事
務
従
事
者
等
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
ま
す
。

※
熱
中
症
対
策
の
た
め
、
一
時
的

に
マ
ス
ク
を
外
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
投
票
所
内
は
定
期
的
に
換
気
を

行
い
ま
す
。

▼
投
票
記
載
台
、
鉛
筆
な
ど
の
消

毒
を
実
施
し
ま
す
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る

感
染
症
対
策

▼
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
よ
る
手

指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
周
り
の
人
と
の
距
離
を
保
つ
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
密
を
避
け
る
た
め
、
期
日
前
投

票
の
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
１
１
１

お
り
、
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

▼
旅
行
や
出
張
な
ど
で
他
の
市
町

村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
お
早

め
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投

票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
で

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
お
持

ち
の
方
は
、
在
宅
投
票
が
で
き

ま
す
。
投
票
日
の
4
日
前
ま
で

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
県
が
指
定
す
る
施
設
に
入
所

（
入
院
）
中
の
方
は
、
そ
の
施

設
の
長
に
申
し
出
る
と
、
そ
の

施
設
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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3年ぶり開催　鍛錬の成果を披露
三戸地区消防連絡協議会観閲式

4月29日、三戸地区消防連絡協議会の観閲式が田
子町で開かれ、南部、三戸、田子の3町の消防団約
400人が参加。まとい振りやはしご乗り演技、式典
が行われ、防火・防災の決意を新たにしました。

観閲式は新型コロナウイルスの影響により2年連
続で中止となっており、3年ぶりの開催となりまし
た。団員は田子町中心部での観閲と式典後、田子
川沿いで行われた玉落とし競技に臨み、日頃の訓
練の成果を披露しました。

法光寺で春の祭典
南部町春まつり・果樹の花見散策ウォーク

5月3日と4日、法光寺において南部町春まつ
りと果樹の花見散策ウォークが行われました。

春まつりでは、始めに稚児入山行列が行われ、
ステージイベントとして小西礼子歌謡ショーや
ななっちダンスショー、また3年ぶりに名久井
農業高校が名農豊穣太鼓を披露したほか、剣吉
えんぶり組によるえんぶりなどが行われました。

また、当日の体験イベントとして、果樹の花
見散策ウォークや寺ヨガ体験、写経・クリスタ
ルボウル癒やしの音色体験が行われました。

観客は名農豊穣太鼓の力強い響きに聴き入っていました

参加者は季節の花々を眺めながらウォーキングを楽しみました

写
経
体
験
で
は
法
光
寺
本
堂
で
静

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た

柱
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ボ
ー
ル
に
向
け
て
放
水
し
、
ボ
ー

ル
を
落
と
す
早
さ
を
競
う
玉
落
と
し
競
技

ズームインなんぶ

ZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM IN
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「ももクロ」が南部町に
ももいろクローバーZ　ライブ開催

5月7日、4人 組 ガ ー ル ズ ユ ニ ッ ト「も も
い ろ ク ロ ー バ ー Z」の ラ イ ブ「MOMOIRO 
CLOVER Z 6th ALBUM TOUR “ 祝典 ”『～
来（き）てけろ南部町～』」が町民ホール楽楽ホー
ルで開催。町民を中心に県内外からファンが集
まり、会場は熱気に包まれました。

南部町は「ももクロ」の地域おこしイベント
「春の一大事」に応募し、令和2年に開催地の一
つとして選ばれていましたが、新型コロナウイ
ルスの影響で延期となっていました。今年は、
ももクロ6枚目のアルバム「祝典」発売記念ツアー
で実現し、2年越しの開催となりました。

観客はペンライトなどでライブを盛り上げました
（オフィシャルカメラマン・笹森健一氏撮影）

十勝沖地震54年　犠牲者を追悼
名川中1年生　地震観音慰霊

5月10日、名川中学校の1年生42人が伊勢沢
公園を訪れ、地震観音慰霊祭を実施。生徒一人
ひとりが観音像へ献花し手を合わせ、1968（昭
和43）年の十勝沖地震で犠牲となった旧剣吉中
学校の生徒4人と卒業生2人を慰霊しました。

同校では、昨年までも代表の生徒による慰霊
を行ってきましたが、学校全体で地震の記憶を
引き継ぎ、防災意識を高めるため、今年からは
1年生全員が参加することとしました。生徒たちは一人ずつ観音像に献花し、犠牲者を悼みました

南部町産アンズ使用のワイン誕生
サンマモルワイナリーによるクラフトワイン

5月13日、むつ市のサンマモルワイナリー（北
村良久代表取締役社長）が南部町産のアンズ「八
助」を使用したクラフトワインを開発し、南部
町役場を訪れ工藤町長に報告しました。

同社では、梅酒造りの製法を参考に、スチュー
ベンワインにアンズを漬け込み、爽やかな酸味
を活かしたクラフトワインを完成させました。
好評のため現在はほぼ完売となっており、9月5
日から追加販売が予定されています。 ワインを試飲する北村社長㊧と工藤町長

同
社
が
製
造
す
る
青
森

ク
ラ
フ
ト
ワ
イ
ン
八
助
杏
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん
おいでよ！子育て支援センター
福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

6月10日　運動あそび
6月17日　シャボン玉であそぼう
6月24日　お誕生会
7月1日　  七夕製作

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時

6月8・15・22・29日
7月6日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時

6月13・20・27日
7月4日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

6月8日 シールあそび
6月22日　お絵かきをしよう
6月29日 お誕生会
7月6日 七夕会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時

6月7・9・14・16・21・23・
　  28・30日
7月5・7・12・14日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

6月9日　  絵本あそび
6月16日　ベビーマッサージ教室①
6月23日　しゃぼん玉製作
6月30日　ぴっぴサロン①
7月7日　  七夕飾り製作

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス ※要予約
火曜日/10時~11時30分

6月7日　  運動あそび
6月28日　色あそびをしよう
7月5日　  七夕飾り作り

※新型コロナウイルス感染症などの影響で休止・変更となる場合
がありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わせく
ださい。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　　問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

4歳児健康相談 H29.10～H29.11生 6月14日（火） 12時30分～12時45分・14時00分～14時15分
ゆとりあ1歳6か月児健康診査 R2.10～R2.11生 6月23日（木） 12時15分～12時45分

乳児健康相談 R3.9～R3.11生 7月5日（火） 12時30分～12時45分・14時00分～14時15分
※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があります。その際は、対象者に通知します。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG 7月11日㈪、8月8日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG 7月13日㈬、8月10日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ロタウイルス、B型肝炎、
ヒトパピローマウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

なぜ、乳幼児健診や予防接種を遅らせない
方がいいの？

乳幼児健診は、お子さんの健やかな成長
のために、一番必要な時期に受けていただ
くよう、町からお知らせしています。子ど
もの健康状態を定期的に確認する大切な機
会です。

予防接種は、感染症にかかりやすい年齢
などをもとに決められています。赤ちゃん
がかかりやすい感染症から赤ちゃんを守る
ためにも、とても大切です
新型コロナの流行で予防接種を受けそびれ
ました。どうすればいい？

受けそびれてしまった場合は、できるだ
け早く受けましょう。子どもの予防接種は、
決して ｢不要不急｣ ではありません。もし、
接種期間を過ぎてしまった方は、下記まで
ご相談ください。
問合せ　子育て世代包括支援センター
　　　　ぴよすく（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

遅らせないで！
子どもの乳幼児健診と予防接種

子育て通信
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「すこやか南部」通信 問合せ 健康こども課（健康センター）
 ☎0178-60-7100

パート1

特定健診・がん検診を受けましょう　～健康な未来のために～
南部町では5月から特定健診・がん検診がスタートしています

特定健診・がん検診が必要な理由
特定健診やがん検診は、生活習慣病の予防と早

期発見を目的に行われる年1回の健康診査です。
健診を受診することで、体の内部で起きている

ことを「見える化」し、自分では気づかない体の
小さな変化を見つけ、病気の予防や重症化を防い

でいくことにつながります。
「人生100年時代」と言われる

今日、健やかで豊かな生活を送
るために、特定健診やがん検診
を受けましょう。

特定健診・がん検診の疑問

忙しくて…　健診の時間なんてとれないよ

特定健診に必要な時間は、年に1回、1～2時
間程度です。病気が進行した状態で見つかった
場合、通院や入院で多くの時間を失うことにな
ります。健康づくりも仕事のうち。健診受診を
毎年の恒例行事にしていきましょう。

病気が見つかるのが怖いから
気が引ける

生活習慣病の多くは、早期に発見できれば治
療することが十分可能です。がんであっても、
初期の段階で発見できれば完治が望めるため、
早期発見のためにも、健診を受けましょう。

健康に自信あり!　毎年受けなくてもいいよね

生活習慣病の多くは、初期には自覚症状がほ
とんどありません。昨日まで元気だった人が、
突然倒れてしまう事もあります。早期発見し、
早期に対処するためにも、健診を受けることが
大切です。

通院中なので
健診は受けなくてもいいのでは？

現在治療中の方も、健診の対象者です。治療
中の疾患以外の病気があるかもしれませんので、
主治医と相談のうえ、受けられる場合は健診を
受けましょう。

今からでも間に合います！
特定健診やがん検診の受診の仕方

特定健診やがん検診は、加入している社会保険
の種類や年齢によって、受診できる項目や料金が
異なります。「自分は対象になるのかな」「料金が
どれくらいかかるのか」など、特定健診やがん検
診に関わる質問やお問い合わせは、健康こども課（☎
0178-60-7100）までご連絡ください。

健診後はどうなるの？
特定保健指導を受けましょう

健診の結果、生活習慣病の危険性があると判断
された方には、リスクに応じて特定保健指導が行
われます。生活習慣改善のポイントやコツを、一
緒に考えていく機会です。対象
となった方にはご案内を差し上
げますので、ぜひご利用ください。
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後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

国民健康保険傷病手当について（新型コロナウイルス関連）

　南部町国民健康保険の加入者が新型コロナウ
イルス感染症に感染したこと等による療養のた
め就労できない場合、傷病手当を支給します。
支給対象者（下記のすべてを満たす方）
▶国民健康保険に加入し、勤め先から給与の支

払いを受けている方
▶新型コロナウイルス感染症に感染し、または

感染の疑いにより、就労できない期間が3日
を超える方

▶就労できない期間に対する給与等の支払いを
全部または一部受けられない方

適用期間　令和2年1月1日から令和4年6月30日
までの間で就労できない期間

　（ただし、入院継続の場合は最長で1年6月まで）
支給対象日数　就労できなくなった日から起算

して4日目以降就労ができない日数
支給額
▶1日あたりの支給額=（直近の継続した3か月

間の給与収入の合計額）÷（就労日数）×2/3
※ただし、上限は30,887円となります。
▶傷病手当の支給総額=1日当たりの支給額×

支給対象日数
※給与等の全部または一部の支払いを受けるこ

とができる場合は、支給額が調整されたり支
給されない可能性があります。

申請方法　原則郵送での手続きになります。
※申請には事業主の証明や医師の意見書が必要

となりますので、事前にお問い合わせください。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

健康診査を受けましょう
後期高齢者医療制度に加入している方を対象に、1年に1回、無料で受けられる健康診査を実施しています。
なお、新型コロナウイルス感染症の影響で変更となる場合は改めてお知らせしますので、ご協力をお願いします。

集団健診　受診を希望する際は、健康こども課健康対策班にお申し込みください。
地区 健診日 場所 受付時間 申込先
福地 8月18日~19日 ゆとりあ

7時~9時 健康こども課
☎0178-60-7100

8月22日~24日

南部 9月13日~14日 ふれあい交流プラザ
10月20日~21日 南部公民館

名川 10月19日 剣吉公民館

全地区 11月20日 南部公民館 7時~9時11月27日 ゆとりあ

個別健診　受診を希望する際は、健診機関へ直接電話等でお申し込みください
健診機関 電話番号 実施期間 受付時間

南部町医療センター 0178-76-2001 令和4年5月～令和5年3月 07時45分～08時00分

八戸西健診プラザ 0178-21-1717 令和4年5月～令和5年3月 08時00分～10時20分
13時00分～13時40分

八戸市総合健診センター 0178-70-5563 令和4年5月～令和5年3月
※受診される健診によって受付時間が異

なりますので、詳しくは直接お問い合
わせください。

五戸町健診センター 0178-62-5510 令和4年5月～令和5年2月 07時00分～07時30分

問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
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達者 de 健康相談　～今より “達者”な自分のために～

令和4年10月支給分から児童手当の制度が変更になります

献血にご協力を
病気やけがなどで輸血を必要としている人の

命を救うため、男性は17歳から64歳、女性は
18歳から64歳の健康な人に400ml献血をお願
いしています。

ただし、60歳から64歳までの間に献血の経験
があれば、69歳までできます。

献血にご協力いただいた方には血液検査の結
果が送付され、健康管理に役立てることができ
ますので、初めての方もぜひ、ご協力ください。

期日　6月23日（木）
場所・時間　▶夏堀組　9時~11時30分
　　　　　　▶南部支所　13時~16時
※安全で責任のある献血をお願いするため、運

転免許証など、本人確認ができるものを持参
してください。

問合せ　 福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

問合せ　 健康こども課（健康センター） 　☎0178-60-7100

開催日　6月13日（月）・27日（月）
　　　　7月11日（月）・25日（月）
時間　13時30分～18時30分（最終受付18時）
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　▶健康・栄養相談
　　　▶ 血圧測定、体組成測定（体脂肪・筋

肉量）、血管年齢測定、骨密度測定、
内臓脂肪量測定（対象：20～74歳）

費用　無料

　健康センターにおいて毎月、健康相談を開催
しています。様々な測定をして、生活習慣の改
善やご自分の体の状態について考える機会とし
てみませんか？
※健診結果をお持ちの方は、最近の健診結果票

を持参してください。
※前日までにご予約ください。
※1人20～30分程度となります。
問合せ・申し込み　 健康こども課 （健康センター）
　　　　　　　　　☎0178-60-7100

▶特例給付に係わる所得上限額が設けられま
す。所得額により特例給付が支給されない方
が発生します。

▶毎年6月に提出していた現況届が不要になり
ます。

現況届の省略
南部町では、令和4年現況届から受給者の現

況を公簿等で確認することで、現況届の提出を
不要とします。

※ただし以下の方は、引き続き現況届が必要です
▶配偶者からの暴力等により、住民票の住所地

が南部町と異なる方
▶支給要件児童の戸籍や住民票がない方
▶離婚協議中で配偶者と別居されている方
▶法人である未成年後見人、施設等の受給者の方
▶その他、南部町から提出の案内があった方
※詳しくは、6月に郵送する児童手当のお知ら

せをご確認ください。
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果樹・野菜の補助事業の申し込み
令和5年度の果樹・野菜の補助事業の申し込

みを受け付けしますので、希望する農業者の方
（農業申告を済ませていること）は、下記によ
り農林課へ申し込んでください。

果樹関係事業（県単独事業）
事業内容　果樹の機械・施設
　　　　　（ 雨よけハウス、雨よけハウスのビニー

ル巻上機、低コスト簡易型ハウス、
果樹棚、選果機　等）

補助率　1/2以内の額
必要書類　申込書と調査票、機械・設備等の見

積書、カタログ　等
申込期限　7月15日（金）　※厳守
結果通知　令和5年6月上旬
事業実施可能となる時期　令和5年8月頃
※結果通知・事業実施可能の時期は変更となる

場合があります。
対象者　町内に住所を有する70歳未満の農業者

または後継者の年齢が65歳未満の方で、下記
の要件のいずれかに該当する方

▶認定農業者
▶人・農地プランに位置付けられた中心経営体
▶南部農夢の会員（会の推薦が得られること）
▶新規就農者として認定され、5年を経過しな

い方

果樹関係事業（町単独事業）
事業内容　防風網の整備（ネットの交換）
補助率　1,760円（税込）/mまたは1/2相当額

のいずれか少ない方　※千円未満切り捨て
必要書類　申込書と調査票、見積書
申込期限　8月31日（水）※厳守
事業実施可能となる時期　令和5年5月
対象者　りんご共済または収入保険に加入して

いる方（加入の確約が出来る方）
※お申し込みされた方のみ採択の対象となりま

すので、希望する方は忘れずに申し込みくだ
さい。

野菜関係事業（県単独事業）
事 業内容　野菜の機械（植付機、定植機、収獲

機）、野菜栽培用パイプハウス
補助率　1/2以内の額
必要書類　申込書と調査票、機械・設備等の見

積書、既製品についてはカタログ　等
申込期限　7月15日（金）　※厳守
結果通知　令和5年6月上旬
事業実施可能となる時期　令和5年8月頃
※結果通知・事業実施可能の時期は変更となる

場合があります。
対象者　町内に住所を有する農業者の方で、下

記要件のいずれかに該当する方。
▶認定農業者
▶3戸以上の営農集団等

注意事項（果樹・野菜共通）
▶果樹関係の県単独事業は、事業着手（発注）

可能となる時期が8月以降のため、さくらん
ぼの選果機等の導入やハウス関係事業の場合
は、令和5年の収穫時期には間に合いません。

▶県では、県内市町村からの要望等を取りまと
めてから補助内容等を決定するため、補助対
象や補助率が変更となる場合があります。

▶機械・設備の申し込みは、老朽化等の理由に
よる買い替え（更新）は認められませんので
ご注意ください。

▶要件を満たす方であっても、無農薬、無剪定、
無除草等の自然栽培に類する栽培手法は、適
切に肥培管理が行われているとの判断が難し
いため、これに類する栽培を行う農業者の方
は対象外となります。

問合せ・申込み
　農林課
　☎0178-38-5964
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果樹の改植事業等（令和4年度2次計画 令和5年春植え）の申し込み

令和4年度果樹経営対策事業と果樹未収益期
間支援事業の申し込みを受け付けしますので、
実施希望の方は下記によりお申し込みください。
補助対象事業
①果樹新植、改植
②特認事業（防風網、防霜ファンの設置）
③小規模園地整備
　（園内道の新設、傾斜の緩和、土壌土層改良、

排水路の新設）
④用水・かん水施設整備　等
⑤放任園地対策
※高密植、超高密植栽培を実施する方は、苗木

確保の目途を立ててからお申し込みください。
補助率
▶事業①　定額150~330円/㎡
　　　　　（  高密植、超高密植は520円～730円）
▶事業②~④　定率1/2以内
▶事業⑤　定額80,000円/10アール
対象となる農業者の方（要件）　　　

町内に住所を有する70歳未満の方、または後
継者の年齢が65歳未満の方で、下記要件のいず
れか一つに該当する方。
▶認定農業者
▶ 人・農地プランに位置付けられた中心経営体

の方
▶南部農夢の会員（会の推薦が得られること）
▶ 新規就農者として認定され、5年を経過しな

い方
※なお「農業者」とは、農業収入が生計の主で

あり、令和3年分の農業申告を済ませている
方となります。

※要件を満たす方であっても、無農薬、無剪定、
無除草等の自然栽培に類する栽培手法は、適
切に肥培管理が行われているとの判断が難し
いため、これに類する栽培を行う農業者の方
は対象外となります。

実施条件
▶改植事業は、過去5年間、肥培管理されてい

る園地での実施が可能です。

※放任園や管理粗放園での改植事業はお申し込
みできません。

※2アール以上のまとまった場所への植栽が必
要となり、補植は対象外です。

▶事業完了年度の翌年から8年間、園地の保全
義務があります。

※4年、8年後に検査を実施します。
▶自己が所有する全ての果樹園地の防除対策等

の栽培管理をお約束いただける方。
▶②~④の事業を実施する場合は、果樹共済も

しくは収入保険制度への加入が必須です。
事業実施期間
　11月頃～令和5年4月
　（4月末までに完成させること）
※伐採は令和5年3月末までに着手する必要があ

ります。
申込期間
　6月10日（金）～7月8日（金）※厳守
申込方法
　農林課に備え付けてある申込書および個別調

査票に記入のうえ、必要書類を添えて提出し
てください。

　町ホームページからも様式をダウンロードで
きます。

申込みに必要な書類等
▶全メニュー共通
　申込書、個別調査票、現況画像
▶果樹新植・改植
　植栽後の園地の見取図（植栽間隔を記入のこと）
▶特認事業、小規模園地整備、用水・かん水設

備　見積書および設置図面
▶通帳、はんこ
　（会費の振り替えと補助金の振り込みに必要

なため）
問合せ・申込み
　農林課
　☎0178-38-5964
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八戸地域広域市町村圏事務組合の概要

南部町猟友会　新規会員募集中
南部町猟友会では、男女問わず、会員を募集

しています。
主な活動として、農作物被害の防止を目的と

した有害鳥獣の駆除や射撃の指導や訓練を行っ
ています。

興味のある方は、下記までご連絡ください。
問合せ　南部町猟友会　会長　助川正雄
　　　　☎090-8929-4142

八戸地域広域市町村圏事務組合は、消防・ご
み・介護福祉などに関する業務を市町村共同で
行うために設置された特別地方公共団体（一部
事務組合）で、昭和46年に発足しました。構成
市町村は、八戸市、三戸町、五戸町、田子町、
南部町、階上町、新郷村、おいらせ町の８市町
村です。

執行機関について（4月1日現在）
組合には、構成市町村長の互選により、管理者、管理者を補佐する副管理者を置き、構成市町村の職員

が業務を行っています（消防を除く）。また、組合の財務や事業について監査を行う監査委員は、管理者が
組合議会の同意を得て、組合議員および識見を有する者から選任します。

管理者 　　　　　　　熊谷　雄一　　（八戸市長）

副管理者
　　　　　　　松尾　和彦　　（三戸町長）
　　　　　　　佐々木　郁夫　（八戸市副市長）

監査委員
　　　　　　　大坪　秀一　　（八戸市代表監査委員）
　　　　　　　櫻井　雅洋　　（新郷村長）

共同で処理する事業
事業によって、全市町村で共同処理するものや、一部の市町村で共同処理するものがあります。

消防事務
全市町村

介護認定審査会事務

し尿処理施設に関すること
八戸市・南部町の旧福地村の区域・階上町ごみ焼却施設に関すること

八戸リサイクルプラザに関すること

問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合事務局
　　　　（八戸市総務課内）　☎0178-43-9556

※構成市町村役場で組合の概要を配布していま
す。また、組合のホームページでもご覧いた
だけます。今後、組合の予算・決算や事業の
内容などを順次お知らせします。
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～各校の特色ある教育～

ありがとう名川南小学校
本校は、平成18年4月に鳥舌内小学校と鳥谷

小学校の統合により誕生し、今年で17年目を迎
えます。閉校の年となる今年度は「ありがとう
名川南小学校～未来に向かって力いっぱいふみ
出そう」をテーマにし「ふるさとのよさと自分
たちのよさを誇りに　夢をいだきチャレンジす
る子」の教育目標のもと、地域とともに歩む学
校を目指して運営を進めています。

4月には、名川南小学校の絆を深め児童・教職
員全員でレクリエーション活動を楽しむことを
ねらって「南小きずな集会」を行いました。脳
トレの問題を縦割り班で力を合わせて解いたり、
集合写真を撮ったりして絆を深めることができ
ました。5月には、記念誌に掲載する航空ドロー
ン写真を地域の方々にも声をかけて撮影しました。

校長：後藤　真樹子　　児童数：14人名川南小学校

南小きずな集会では学年を超えてレクリエーションを楽
しみました

今後も、伝統や地域の人々とのつながりを大
切にし、笑顔でつながる地域の学校を目指し、
教育活動に取り組んでいきます。

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　福地おはなしの会の皆さんによる読み聞かせです。
未就学のお子さんは保護者同伴でお越しください。新
型コロナ対策として、定員を設け予約制としています。
日時　6月26日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）
定員　10人　※6月25日㈯12時までに図書室へ予約

《おすすめセレクション》

京都大学病院糖尿病・栄養科が薦めるくり返し
作りたい糖尿病のおいしい献立　 板垣暢也　著

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　6月6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪、7月4日㈪
問合せ　☎0178-76-3121 ※おはなし会の予約受付

《今月の新刊》
◆印鑑の基礎知識 寺澤　正孝
◆89歳、ひとり暮らし。 大崎　博子
◆つくりおき＆つくりわけ幼児食 黄川田としえ
◆春のこわいもの 川上　未映子
◆燕は戻ってこない 桐野　夏生
◆刑事弁護人 薬丸　岳
◆チョウセンアサガオの咲く夏 柚月　裕子
◆さだの辞書 さだ　まさし
◆香君　上・下 上橋　菜穂子
◆くだもののずかん 大森　裕子

食事は体を作るだけではな
く、心の栄養にもなります。
6週間分の献立に加えて低糖
質のおやつや、家族が食べて
も満足できるレシピが紹介さ
れています。
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赤
沼
備
中
の
放
火
事
件
が
最
初

に
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
火
災

か
ら
約
２
０
０
年
以
上
経
過
し
た

江
戸
時
代
中
期
で
し
た
。

次
は
火
災
の
真
偽
を
検
証
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
聖
寿
寺
館
炎
上

を
記
し
た
同
時
代
文
書
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
考
古
学
的
に
は
確

認
で
き
ま
す
。

聖
寿
寺
館
跡
か
ら
は
直
径
６
～

７
メ
ー
ト
ル
の
大
型
井
戸
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
内
部
か
ら
は
火
を

受
け
た
陶
磁
器
と
と
も
に
、
大
量

の
釘
が
出
土
し
ま
し
た
。
火
災
に

遭
っ
た
大
量
の
建
築
部
材
が
釘
が

付
い
た
ま
ま
の
状
態
で
大
型
井
戸

に
投
げ
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
大
型
井
戸
は
火
事
場
整
理
の

ゴ
ミ
穴
と
し
て
も
使
わ
れ
た
よ
う

で
す
。
城
内
全
域
か
ら
は
大
量
の

炭
化
物
も
出
土
し
て
お
り
、
火
災

は
実
際
に
発
生
し
た
こ
と
が
伺
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
聖
寿
寺
館
か
ら
は
約

5
千
点
の
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い

ま
す
が
、
１
５
３
６
年
に
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
し
た
瀬
戸
美
濃
焼
が
40

点
以
上
出
土
し
て
い
る
一
方
、

１
５
４
０
年
頃
か
ら
大
量
に
流
通

す
る
タ
イ
プ
の
中
国
産
陶
磁
器
が

４
点
し
か
出
土
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
城
館
焼
失
は
１
５
３
６
年

以
降
で
、
１
５
４
０
年
以
前
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
文
献
の
焼

失
年
代
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

１
５
３
９
年
の
火
災
は
事
実
と
考

え
ら
れ
る
の
で
す
。

次
に
赤
沼
備
中
で
す
が
、
電
話

帳
を
見
る
限
り
、
赤
沼
氏
は
南
部

町
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
片

岸
の
墓
碑
か
ら
、
八
木
田
氏
が
江

戸
中
期
に
赤
沼
氏
を
名
乗
っ
て
い

た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

赤
沼
氏
の
領
地
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
十
和
田
市
奥
瀬
川
左
岸
に
は

赤
沼
備
中
館
跡
が
あ
り
、
館
の
所

在
地
に
は
「
大
字
赤
沼
」
の
地
名

も
残
っ
て
い
ま
す
。

赤
沼
備
中
館
か
ら
奥
瀬
川
の
上

流
約
７
㌔
地
点
に
は
、
敵
対
関
係

に
あ
っ
た
と
伝
わ
る
奥
瀬
安
芸
の

居
館
・
奥
瀬
館
跡
が
あ
り
、
両
氏

は
川
の
上
流
と
下
流
で
敵
対
関
係

に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
備
中
は

と
も
か
く
と
し
て
、
赤
沼
氏
の
実

在
は
確
実
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
下
名
久
井
城
や

苫
米
地
館
は
備
中
の
居
城
だ
っ
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
備
中
と

下
斗
米
昌
家
が
交
戦
中
休
憩
し
た

と
さ
れ
る
「
腰
掛
石
」（
町
文
化

財
）
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。　

さ
ら
に
、
苫
米
地
の
御
嶽
神
社

は
備
中
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
天

文
13
（
１
５
４
４
）
年
、
次
男
大

学
坊
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
南
部
氏
の
居
城

を
放
火
し
た
人
物
の
た
め
に
、
神

社
が
建
立
さ
れ
る
の
は
異
例
で
す
。

赤
沼
備
中
は
各
地
に
そ
の
痕
跡

を
残
し
て
い
ま
す
が
、
同
様
の
話

が
も
う
一
つ
南
部
町
内
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
源
義
経
で
す
。
兄
頼

朝
に
追
わ
れ
た
義
経
は
平
泉
で
亡

く
な
り
ま
す
が
、
義
経
が
青
森
県

や
北
海
道
に
渡
る
北
行
伝
説
が

残
っ
て
お
り
、「
矢
立
峠
」（
鳥
谷
）

に
も
そ
の
由
来
が
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。
義
経
と
備
中
に
共
通
す

る
の
は
、
時
の
権
力
者
に
理
不
尽

に
翻
弄
さ
れ
、
悲
運
の
死
を
遂
げ

る
物
語
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
、
三
戸
南
部

氏
に
は
相
伝
文
書
が
残
ら
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

本
当
の
理
由
は
聖
寿
寺
館
の
火

災
以
外
に
、
26
代
信
直
が
24
代
晴

政
か
ら
相
伝
文
書
を
受
け
継
ぐ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
聖
寿
寺

館
の
火
災
後
と
な
る
１
５
４
０
年

以
降
の
晴
政
代
の
文
書
も
残
っ
て

い
な
い
か
ら
で
す
。
信
直
は
晴
政

か
ら
正
当
な
後
継
者
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
寛
永
諸
家
系
図
」
お

よ
び
「
信
直
記
」
両
方
と
も
晴
政

の
輝
か
し
い
上
洛
と
将
軍
偏
諱
の

記
事
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し

ろ
、
晴
政
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
な

記
述
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
信
直
は

晴
政
に
よ
り
廃
嫡
さ
れ
た
た
め
、

両
者
は
仲
が
悪
く
、
盛
岡
藩
時
代

に
晴
政
を
褒
め
る
内
容
を
記
す
こ

と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
か
ら
放
火
事
件
は
、

①
26
代
信
直
が
晴
政
か
ら
相
伝
文

書
を
引
き
継
げ
ず
、
相
伝
文
書
が

存
在
し
な
い
理
由
を
作
る
必
要
が

赤沼備中館跡
（十和田市）

生
じ
た　
②
盛
岡
藩
は
、
天
文
８

年
に
実
際
に
発
生
し
た
聖
寿
寺
館

の
火
災
を
脚
色
し
、
赤
沼
備
中
の

復
讐
・
放
火
劇
を
創
作　
③
備
中

の
放
火
を
動
機
づ
け
る
た
め
、
24

代
晴
政
を
極
悪
人
と
し
て
描
い
た　

④
聖
寿
寺
館
炎
上
直
後
の
晴
政
上

洛
は
あ
り
得
な
い
た
め
、
６
月
の

火
災
設
定
は
創
作
か　
⑤
火
災
は

晴
政
上
洛
中
か
帰
還
後
の
可
能
性

が
高
い　
⑥
赤
沼
備
中
は
そ
の
痕

跡
が
多
く
、
存
在
自
体
が
創
作
と

ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
。
江
戸
中

期
の
盛
岡
藩
に
大
き
な
影
響
力
が

な
く
、
放
火
犯
と
し
て
登
場
さ
せ

て
も
差
支
え
が
な
い
人
物
と
し
て

備
中
が
選
ば
れ
た
か

以
上
の
よ
う
に
、
備
中
の
放
火

事
件
は
、
江
戸
中
期
の
創
作
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
時
代
を
経
る
ご

と
に
地
元
で
情
報
が
追
加
さ
れ
、

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
展
開
へ
と
変

貌
し
て
い
っ
た
様
子
が
伺
え
ま

す
。
そ
れ
だ
け
、
赤
沼
備
中
が
地

元
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た
証
拠
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文
責　
史
跡
対
策
室　
布
施
和
洋

火事場整理の痕跡が
見つかった大型井戸

聖
寿
寺
館
炎
上
の
謎
③

放
火
は
事
実
か
？

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

其の廿四
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デーレース ナイターレース

役立っています！　ボートピアなんぶ交付金
ボートピアなんぶ交付金は「笑顔あふれる明るいまちづくり支援事業」として、地域の持つ個性、
環境、伝統などを活かし、地域住民が主体的に進める町づくりのための活動を支援しています。

6 June
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU

尼崎 G Ⅲオー
ルレディース

多摩川ヴィーナスシリーズ
（薄暮）

福岡 G Ⅲウエスタンヤング
（薄暮）

平和島
一般戦

（薄暮）
尼崎一般戦 唐津 SG グランドチャンピオン

浜名湖
一般戦

（薄暮）
芦屋 G Ⅱ
MB 大賞

常滑 G Ⅰ
トコタンキング決定戦

児島 G Ⅲ
マスターズリーグ 津 G Ⅲイースタンヤング 戸田 G Ⅲ

マスターズリーグ
尼崎

一般戦
平和島一般戦

（薄暮） 戸田一般戦
浜名湖
G Ⅲ

( 薄暮 )

大村一般戦 桐生一般戦 大村
一般戦

若松
一般戦 桐生一般戦 大村一般戦 若松

一般戦 下関一般戦

住之江
一般戦

丸亀
一般戦 住之江 G Ⅰ太閤賞 丸亀 G Ⅲオールレディース 住之江 G Ⅲオールレディース 桐生ヴィーナスシリーズ 丸亀

一般戦

住之江
G Ⅲ

企業杯

名川B&G海洋センター　プールオープン
名川B&G海洋センターのプールはシートに

覆われており、天候を気にすることなく利用で
きます。25mプールのほか、幼児プール（深さ
50㎝~60㎝）もありますので、お子様連れでも
安心してご利用いただけます。
期間　6月17日（金）~9月11日（日）
時間　9時~17時 ※7月19日~8月31日は21時まで
　　　　　　　　　　　（8月14日~16日を除く）

福
地
短
歌
会

月
ご
と
の
家
族
み
ん
な
の
予
定
表
ま
ご
等
の
隣
り
ぢ
ぢ
ば
ば
の
欄	

川
守
田
慶
三

辛
夷
咲
き
田
に
ト
ラ
ク
タ
ー
駈
け
巡
り
ハ
ウ
ス
の
苗
も
日
毎
伸
び
く
る	

大
久
保
雪
夫

ど
う
し
て
も
優
し
い
女
に
な
れ
な
く
て
ひ
と
り
で
生
き
る
強
さ
際
立
つ	

奥
寺　

睦
子

法
光
寺
の
三
重
の
塔
の
上
を
ゆ
く
雲
に
話
せ
り
今
日
の
お
参
り	

工
藤　

武
子

赤
松
は
新
芽
を
風
に
か
ざ
し
つ
つ
光
と
風
の
中
に
揺
れ
て
い
る	

工
藤　

裕
正

桜
木
の
赤
き
つ
ぼ
み
を
貪
れ
ぬ
あ
は
れ
ウ
ソ
ド
リ
竹
籠
の
中	

坂
上　

傳
吉

青
天
に
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
風
に
ゆ
れ
淡
青
色
に
一
日
ほ
ほ
え
む	

水
梨　

正
夫

堅
雪
の
土
を
も
ち
上
げ
ふ
っ
く
ら
と
出
て
来
し
生
命
蕗
の
た
う
摘
む	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

時
告
げ
る
鐘
な
る
ご
と
く
鳴
き
始
む
雀
の
声
を
聞
く
仮
の
宿	

馬
場　

昭
子

桜
散
り
り
ん
ご
の
花
が
咲
き
初
め
て
交
配
い
そ
ぐ
実
り
良
か
れ
と	

馬
場　
　

操

あ
い
さ
つ
の
人
の
笑
顔
を
い
た
だ
き
て
老
い
を
励
ま
す
庭
の
草
取
り	

馬
場　

敬
子

り
ん
ご
作
り
真
髄
ま
で
も
知
り
尽
く
す
坂
本
誠
治
さ
ん
澁
川
賞
受
く	

坂
本　

綾
子

畳
縁
に
も
躓
く
と
聞
い
て
ゐ
し
そ
の
齢
な
ら
む
時
に
つ
ま
ず
く	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

早
起
き
し
カ
ー
テ
ン
を
引
き
青
空
に
元
気
も
ら
い
て
朝
餉
の
支
度	

中
野　

静
子

朝
が
き
た
彼
の
国
の
子
ら
み
な
無
事
か
夢
さ
え
み
ず
に
ぐ
っ
す
り
寝
た
か	

一
ノ
渡　

綮

ぬ
く
も
り
の
陽
は
ま
だ
か
な
と
ち
ぢ
こ
み
て
朝
の
窓
辺
に
て
ん
と
う
虫
は	

藤
野　

幸
枝

マ
ス
ク
取
り
山
路
を
歩
む
午
前
五
時
ブ
ナ
の
新
芽
が
揺
れ
つ
つ
伸
び
る	

向
山　

敦
子

花
冷
え
に
冬
の
コ
ー
ト
を
取
り
出
し
て
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
仲
間
に
入
る	

馬
場　

悦
子

雨
ど
い
に
毎
朝
止
ま
る
雀
の
「
チ
ュ
ン
」
巣
作
り
子
育
て
今
年
も
ガ
ン
バ
！	

工
藤　

孔
子

痛
み
は
と
問
は
れ
答
ふ
る
「
あ
り
ま
せ
ん
」
朝
の
ナ
ー
ス
に
眼
帯
の
ま
ま	

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

「
春
先
は
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
だ
べ
」
言
い
し
母
子
は
手
折
り
き
て
墓
前
に
供
ふ　

	

木
村
ひ
な
子

春
風
に
背
中
押
さ
れ
て
散
歩
道
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
絨
毯
の
道	

安
ケ
平
千
代

黄
桃
の
缶
を
開
け
れ
ば
首
を
振
り
桃
を
ね
だ
っ
て
孫
が
手
合
わ
す	

相
馬　

幸
子

溜
め
息
を
つ
く
が
ご
と
く
に
あ
ぶ
く
立
つ
温
む
田
水
に
粒
光
ら
せ
て	

山
下　

幸
枝

剪
定
に
強
く
短
く
時
無
し
の
ツ
ツ
ジ
の
小
枝
跳
ね
返
へ
り
を
り	

奥　

あ
さ
子

聖
寿
寺
の
館
訪
ね
る
観
光
の
バ
ス
に
岩
手
や
秋
田
も
目
に
す	

坂
本　

綾
子

バ
ス
降
り
て
マ
ス
ク
外
し
て
歩
き
出
す
桃
満
開
の
ふ
る
さ
と
の
道	
八
木
田
順
峰

休館日　  第2・第4火曜日（日・祝日の18時以降も休み）
料金　 ▶中学生以下と付添人無料
　　　▶高校性90円（18時以降180円）
　　　▶大人110円（18時以降230円）
※小学3年生以下の利用および小・中学生の18

時以降の利用は、成人の同伴が必要です。
問合せ　名川B&G海洋センター
　　　　☎0178-76-3310
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南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
、
交
流
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
18
日
（
土
）

　
　
　
12
時
～
14
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
な
ん
ぶ
こ
ど
も
園
隣
り
）

問
合
せ

  

健
康
こ
ど
も
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

青
森
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　7月7日㈭  13時～15時
場所　 剣吉公民館、
　　　南部公民館、福地公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

7・8月の休日窓口開設日
期日　7月2日（土）・16日（土）
　　　8月6日（土）・20日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　 戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで

窓口の時間を延長できます。
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付と印鑑登録
※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和4年5月18日現在）

対先月比
人　口 17,105人 （－25）

男 8,121人 （－17）
女 8,984人 （－8）

世帯数 7,480世帯 （－2）

　
　
　「

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」
な

ど
の
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

度
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
６
月
20
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

※
会
場
内
に
て
認
知
症
に
関
す
る

図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
展
示
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
認
知
症
簡
易
テ
ス
ト
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談

以
外
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
参
加
者

同
士
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃

の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
交
流
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、
専
門
職

に
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
で
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

み
や
び

日
時　
６
月
23
日
（
木
）

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

参
加
料

　
２
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

　
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
如
来

堂
５—

1

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
が
あ
る

こ
と
を
理
由
に
、
い
や
な
思
い
を

し
た
と
き
や
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
に
利
用
で
き
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

期
日　

 

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、

毎
月
第
３
日
曜
日

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

時
間　
10
時
～
16
時

相
談
窓
口
連
絡
先

　
☎
０
１
７・７
２
８・３
８
２
０

　
FAX
０
１
７・７
６
４・２
９
４
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

sabetsuzero@
nem

unoki.
jp問

合
せ

　
青
森
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー

　
（
青
森
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
ね
む
の
き
会
館
内
）

　
☎
０
１
７・７
３
８・５
０
３
３

さ
べ
つ
ゼ
ロ

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
南
部
町
精
神
障
害
者
家
族

会
「
語
ら
い
の
会
」

相談案内
障
が
い
者
差
別
解
消

相
談
窓
口

広告
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認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

6月23日（木）

広告

対
応
せ
ず
、
家
族
や
近
隣
の
方
と

一
緒
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う
な
ど

複
数
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を

含
め
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
契
約
を

解
除
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
費
生
活
の
お
困
り
ご
と
は
、
八

戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う

日
時　
月
～
金
曜
日

　
　　

8
時
15
分
～
17
時

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
除
く

問
合
せ

　
八
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
９
２
１
６

自
動
車
税
種
別
割
は
、
６
月
30

日
（
木
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
ま

し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
で
自
動
車
税
種
別

割
を
納
付
し
た
場
合
は
、
領
収
ス

タ
ン
プ
の
押
印
を
受
け
ま
す
と
、

納
税
証
明
書
と
し
て
ご
利
用
で
き

ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

専
用
サ
イ
ト
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
。
学
生
に
も
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

相
談
事
例

廃
品
回
収
を
名
乗
る
業
者
か
ら

電
話
が
あ
り
、
不
要
な
も
の
を
引

き
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
家
に
呼

ん
だ
。
業
者
が
訪
ね
て
き
て
、
準

備
し
た
品
物
を
見
ず
に
家
の
中
に

上
が
り
こ
み
、
勝
手
に
タ
ン
ス
や

引
き
出
し
を
開
け
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
取
り
小
銭
と
契
約
書
を
置

い
て
い
か
れ
た
。
思
い
入
れ
の
あ

る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
持
っ
て
い
か

れ
て
悔
し
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

知
ら
な
い
業
者
か
ら
勧
誘
電
話

が
あ
っ
た
場
合
は
断
り
ま
し
ょ

う
。
見
知
ら
ぬ
業
者
を
家
に
入
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
業
者

が
家
に
来
た
場
合
は
一
人
き
り
で

南
部
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
露
店
を
集

め
、
南
部
夜
市
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
▼
7
月
2
日
（
土
）

　
　
　
▼
８
月
６
日
（
土
）

　
　
　
▼
９
月
３
日
（
土
）

時
間　
16
時
～
21
時

場
所　
バ
ー
デ
パ
ー
ク
内
駐
車
場

問
合
せ　
南
部
町
商
工
会

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
１
１
５
９

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
や

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は

納
付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
電
子
納
付
に
て
納
付

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
納
め
忘
れ

が
な
く
、
納
付
の
手
間
の
か
か
ら

な
い
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

実施案内
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
る
！

「
押
し
買
い
」
に
ご
用
心
！

開催案内
南
部
夜よ

い
ち市

　
開
催

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
納
付
、
ま
た

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
も
し
く
は
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
）
の
「
請
求
書
（
支
）

払
い
」
に
て
納
付
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、
ま
た

は
口
座
振
替
を
利
用
し
て
納
付
し

た
場
合
、
納
税
証
明
書
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
自
動
車
税
種
別
割

の
納
付
確
認
が
電
子
化
さ
れ
て
い

る
た
め
、
車
検
用
の
納
税
証
明
書

の
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
納
税
管
理
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

制度案内
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期

内
納
付
の
お
願
い

広告

制度案内
国
民
年
金
の
納
付
は
し
っ

か
り
と
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南
部
町
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
、
今
年
度
も
日
本
語
教
室

が
始
ま
り
ま
し
た
。
４
月
の
開

講
日
に
は
、
皆
さ
ん
久
し
ぶ
り

の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
２
月
に
ス
リ
ラ

ン
カ
に
一
時
帰
国
し
て
結
婚
式

を
挙
げ
た
方
を
中
心
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
結
婚
式
の
話
題
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
結
婚
式
で
振

る
舞
わ
れ
る
お
菓
子
の
な
か
に

は
、
お
し
ゃ
れ
な
ド
ー
ナ
ツ
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
家
族
が

手
作
り
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

専
用
の
型
も
売
ら
れ
て
い
る
と

か
。
式
場
に
は
、
人
参
、
オ
ク

ラ
、
イ
ン
ゲ
ン
や
ス
イ
カ
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
っ
た
は
ち
み
つ
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
に
似
た
食
べ
物
、
カ
レ
ー

に
使
わ
れ
る
ダ
ル
と
い
う
豆
、

蓮
の
花
や
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
穂
が

つ
い
た
木
ま
で
飾
ら
れ
て
い
る

な
ど
、
珍
し
い
写
真
が
次
々
と

出
て
き
ま
し
た
。

20
年
程
前
に
中
国
か
ら
来
日

し
、
日
本
で
結
婚
式
を
挙
げ
た

方
は
、
当
時
生
魚
を
食
べ
る
習

慣
が
な
か
っ
た
た
め
、
お
祝
い

の
席
に
お
寿
司
が
用
意
さ
れ
て

い
て
も
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
お
つ
ま

み
に
出
さ
れ
た
枝
豆
だ
け
を
食

べ
て
い
た
ら
「
夜
、
腹
へ
っ
て

地域おこし協力隊より

～日本語教室開講式～

大
変
だ
っ
た
！
」
と
。

今
と
な
っ
て
は
笑
い
話
で
す

が
、
き
っ
と
当
時
は
言
葉
も
文

化
も
違
う
国
で
、
一
生
懸
命

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
、

お
寿
司
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
こ
の
日
の
教
室

は
全
員
女
性
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
や
は
り
関
心
は
ド
レ
ス
や

着
物
の
こ
と
。
か
わ
い
い
写
真

を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、

各
国
共
通
の
よ
う
で
す
。

（
文　
伊
藤
寛
子
）

今年度最初の日本語教室

広告

広告 広告
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危険物安全週間

☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業　330円
   6時～8時　受付7時30分まで

★今月の休館日

  6月14日㈫～16日㈭

レストランかだぁる「元公邸料理人が和食で作るフレンチ」バーデパーク30周年記念特別事業

★6月生まれの方プールお誕生月割引

  大人500円　小人300円

6月5日（日）から11日（土）まで、全国一斉
に危険物安全週間が実施されます。推進標語は

「一連の確かな所作で無災害」です。
皆さんの家庭にもいろいろな危険物が存在し

ています。暖房用の灯油、自動車用のガソリン
や軽油、揚げ物などに使うサラダ油、ペンキな
どの塗料、化粧品や掃除用のスプレー缶など、
私たちの日常生活は知らず知らずのうちに危険
物に取り囲まれています。　　

ちょっとした不注意で大きな火災や
事故が発生してしまいますので、次の
ことを守り、十分注意しましょう。

青森スチューベン
（白ワイン）1,800円

南部町産、青森県産
の黒ぶどうを使用し
た、ソムリエ絶賛の
奥行きのあるフルー
ティ―ワインです。

和食をナイフとフォークで食す  ランチ特製コース  3,000円
～前菜、スープ、主菜、魚料理、肉料理、デザート～

ランチタイム　11時～15時（Lo 14時30分）
1日先着10名様、5日前までにご予約をお願いします。
5名様以上のご予約で無料送迎を行いますのでお誘い合わせのうえ、
ぜひご利用ください。

南部町産にこだわる 販売コーナー「あんべぇる」から 今月のおすすめ商品

問合せ　
▶三戸消防署名川分署　　☎0178-76-2416
▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

祝30周年

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

販売コーナー「あんべぇる」は、南部町内で生産・加工された特産品60種類以上を一堂に販売している唯一の
販売コーナーです。ぜひ友人、知人、お取引先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

ポ ム・ド・ネ ー ジ ュ　
（発泡酒）2,900円

南部町産、青森県産の
りんごを使用した、飲
みやすい甘口に仕上げ
ております。お祝い事
などに最適です。

危険物に対する防火のチェックポイント
▶火気の近くで危険物を取り扱わない。
▶スプレー缶を焚き火などの中に捨てたり、暖房器具

のそばや直射日光の当たるところに置かない。
▶製品の注意事項をよく読み、正しく取り扱う。
▶てんぷらなどの揚げ物をしているときは、絶対にそ

の場を離れない。離れる場合は必ず火を止める。
▶油の染み込んだ新聞紙、揚げカスは、こまめに処分する。
▶ガソリンなどは、蒸気が発生しないように専用の密

閉容器に入れ、換気の良い冷暗所に置く。
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　マイナンバーカードの申請後、交付期間
を過ぎてしまった場合、そのカードは役場
で保管しています。まだ受け取りされてい
ない方は、指定の役場または支所に、必要
な書類等をお持ちのうえお越しください。
必要な書類
▶本人確認書類（運転免許証、保険証  等）
※顔写真付きの身分証がない場合は、2点

確認となります。
▶交付通知書（はがき）
問合せ　住民生活課　☎0178-38-5963

町営市場の販売状況（4月16日～5月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 24,550 3,738 152 83
いちご 731 702 960 894
長芋 35,281 4,441 126 146
にんにく 7,105 9,515 1,339 2,944
長芋の種 7,160 875 122 434
キャベツ 4,280 635 148 127
ねぎ 10,369 1,867 180 334
きゅうり 6,586 2,070 314 269
アスパラガス 637 811 1,274 1,633
タラの芽 424 1,008 2,378 2,165
ゴボウ 2,564 527 205 363
ほうれん草 918 428 466 398
シイタケ 651 338 519 599
ウルイ 324 224 692 493
小松菜 263 99 375 262

6・7月の休場日
6月 5 日（日）～6日（月）・8日（水）・12日（日）・15日（水）・19日（日）・
　  22日（水）・26日（日）・29日（水）
7月 3 日（日）・6日（水）・10日（日）・13日（水）・17日（日）～18日（月）・
　  24日（日）・27日（水）・31日（日）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ  ☎0178-76-2001

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

6月8日（水）・22日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時~

6月14日（火）・20日（月）・28日（火）
7月4日（月）

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週 月曜日・金曜日
※6月17日（金）は休診日となります

マイナンバーカードの受け取り
を忘れていませんか？

さくらんぼ狩り ６月18日（土）～
７月18日（月・祝）

受付・問合せ　ながわ農業観光案内所
　☎0178-76-3020
　〒039-0501　南部町大字上名久井字大渋民山23-2

料金（40分食べ放題）
▶中学生以上　1,300円　▶小学生　900円
▶３歳以上　400円
※団体のお客様（10名以上）はご予約が必要です。

編集後記
　今年の 4 月から事業活動が始まったジャックド
オフィス。旧本庁舎ではオープンな空間に役場の
各課や窓口が配置されていましたが、現在は壁や
扉が設けられ、賃貸ビル風に様変わりしました。
　オフィスには様々な業種の企業や団体が入居。
町民の皆さんに利用が広がり、オフィスの発展に
繋がるよう、広報でも取り上げていければと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【美】
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▽　３月定例会の主な議案（24㌻～26㌻）
▽　議案に対する主な質疑（27㌻）
▽　一般質問
　⇒　町有地の現状と今後の活用方法は。南部地区町営住宅の進捗状況は。（28㌻）
　⇒　学校統合後の放課後児童クラブの環境整備や安全対策は。（29㌻）
　⇒　行政文書保管の現状と行政文書を電子化する考えは。庁舎建設により不要になっ

た事務機器の扱いは。（30㌻）
　⇒　地域循環共生圏における考えを当町に取り入れる考えは。（31㌻）
　⇒　帯状疱疹予防接種ワクチンに対する一部助成措置を行う考えは。（32㌻）
▽　常任委員会報告（32㌻～33㌻）
▽　３月臨時会の主な議案など（34㌻～35㌻）

あ ら ま し

議場を見学した南部小学校の児童たち議場を見学した南部小学校の児童たち

　５月６日、南部小学校の２年生７人と３年生12人が庁舎見学に訪れ、議場を見学しました。
児童からは「議場では何をしていますか」や「役場の仕事は何種類ありますか」など、多くの 
質問がありました。
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主な議案（第 107回定例会）

第第
107107
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

ロ
シ
ア
へ
抗
議
す
る
決
議
・
水
田
活
用
の

ロ
シ
ア
へ
抗
議
す
る
決
議
・
水
田
活
用
の

交
付
金
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

交
付
金
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

　
第
１
０
７
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止
、
令
和
３
年
度
各
会
計
補

正
予
算
、
副
町
長
の
選
任
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
根
市
勲
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
７
日
・
８
日
に
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

■
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
対
し
て
抗
議
す

る
決
議

【
提
出
者
】

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
委
員
長　
馬
場
又
彦

【
提
案
理
由
】

　
　

ロ
シ
ア
は
国
際
社
会

の
度
重
な
る
警
告
を
無
視

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻

し
た
。
こ
の
行
為
は
、
国

際
社
会
の
平
和
と
安
全
を

著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ

り
、
国
際
秩
序
の
根
幹
を

揺
る
が
す
暴
挙
で
あ
る
。

　
　

南
部
町
議
会
と
し
て 

ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
的
暴

挙
に
対
し
、
抗
議
と
非
難

の
意
を
強
く
表
明
す
る
と

議
員
提
出

議
員
提
出

議
　
　
案

議
　
　
案

■
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
見
直
し
に
つ
い
て
慎
重

な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
者
】

　
南
部
町
議
会

　
　
　

 

議　
員　
工
藤 

愛

【
提
案
理
由
】

　
　

水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
の
急
激
な
見
直

し
は
、
生
産
者
の
中
長
期

的
な
営
農
計
画
や
地
域
の

生
産
基
盤
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て

き
た
農
業
・
農
村
施
策
な

ど
に
大
き
な
影
を
落
と
し

主
な
議
案

３
月
２
日
～
３
月

３
月
２
日
～
３
月
1111
日日

条
　
例

条
　
例

か
ね
な
い
。

　
　
現
場
の
農
業
者
に
十
分

な
説
明
を
行
い
つ
つ
、
見

直
し
に
よ
る
影
響
に
つ
い

て
生
産
現
場
の
連
絡
調
整

を
図
る
地
方
自
治
体
と
連

携
し
て
検
証
を
行
い
、
生

産
現
場
へ
大
き
な
混
乱
や

営
農
断
念
が
生
じ
な
い
よ

う
、
適
切
か
つ
慎
重
な
対

応
を
国
に
対
し
て
求
め
る

も
の
。

▽　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※　

可
決
さ
れ
た
意
見
書

は
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
に
提

出
し
ま
し
た
。

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
一
部
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
条
例
で
引
用

し
て
い
る
法
律
名
を
改
め

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
防
災
会
議
条
例
の

の
一
部
改
正

▽　

災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
く
南
部
町
防
災
会
議

の
委
員
に
、
給
水
行
政
に

精
通
し
た
八
戸
圏
域
水
道

企
業
団
の
職
員
を
追
加
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

と
も
に
、
即
時
攻
撃
を
停

止
し
完
全
撤
退
を
求
め
、

ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、

現
地
在
留
邦
人
の
安
全
確

保
に
努
め
、
国
際
社
会
と

連
携
し
毅
然
た
る
態
度
で

ロ
シ
ア
に
対
し
て
迅
速
か

つ
厳
格
な
制
裁
措
置
を
と

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
も

の
。

▽　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

▽　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形

成
を
図
る
た
め
の
関
係
法

提案理由を説明する工藤愛議員提案理由を説明する工藤愛議員

提案理由を説明する馬場又彦議会運営委員長提案理由を説明する馬場又彦議会運営委員長
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主な議案（第 107回定例会）

予
　
算

予
　
算

■
南
部
町
多
目
的
バ
ス
運
行

に
関
す
る
条
例
の
廃
止

▽　

令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
南
部
町
多
目
的
バ
ス

と
な
ん
ぶ
里
バ
ス
を
統
合

し
、
南
部
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス（
な
ん
ぶ
ち
ぇ

り
バ
ス
）
の
運
行
を
行
う

こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃
止

し
た
。

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
の
消
防
団
員
の
定

員
、
任
用
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽　
消
防
団
へ
の
入
団
促
進

や
継
続
的
な
活
動
を
後
押

し
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

消
防
団
員
の
年
額
報
酬
お

よ
び
出
動
報
酬
を
改
め

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

改
正

▽　

児
童
扶
養
手
当
法
施

行
令
お
よ
び
特
別
児
童
扶

養
手
当
等
の
支
給
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
対
象
者
の
視

覚
障
害
に
係
る
認
定
基
準

を
、
よ
り
適
正
に
評
価
で

き
る
認
定
方
法
に
改
め
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▽　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
１
億
５
５
４
６
万 

７
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
１
１
５
億
３
６
８
４
万 

９
千
円
と
し
た
。

　
　

歳
出
の
主
な
減
額
は

事
業
費
の
確
定
や
事
業
の

先
送
り
に
よ
る
も
の
で
、

地
域
活
性
化
施
設
建
設
工

事
費
４
５
０
０
万
円
減
、

三
戸
地
区
環
境
事
務
組

合
動
物
炉
建
設
負
担
金

４
２
３
１
万
２
千
円
減
な

ど
。

※　
ほ
か
８
つ
の
特
別
会
計

に
お
い
て
、
決
算
見
込
み

に
よ
る
事
業
費
増
減
な
ど

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▽　

消
防
団
員
の
年
額
報

酬
引
き
上
げ
の
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
１
４
８
５
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
２
億
８
４
８
５
万 

８
千
円
と
し
た
。

指
定
管
理

指
定
管
理

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計 

お
よ
び
各
特
別
会
計
予
算

▽　
令
和
４
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
１
１
２
億
７
千 

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較 

し
て
10
億
円（
９・７
％
） 

の
増
と
な
り
、
14
の
特
別 

会
計
と
病
院
事
業
会
計 

を
合
わ
せ
た
町
の
総
予
算 

額
は
２
２
７
億
２
１
９
７ 

万
２
千
円
で
、
前
年
度
と 

比
較
す
る
と
14
億
８
２ 

６
０
万
２
千
円
（
７
・

０
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

　
　

一
般
会
計
の
主
な
事

業
は
、
福
田
集
会
施
設
整

備
事
業
５
１
０
０
万
円
、

小
中
学
校
空
調
設
備
設
置

事
業
３
億
２
３
６
８
万 

３
千
円
、
ふ
る
さ
と
運

動
公
園
施
設
改
修
事
業

３
億
２
５
７
６
万
円
な
ど
。

※　
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

■
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

【
管
理
者
】　

名
川
チ
ェ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
１
０
１

人
会

■
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

【
管
理
者
】　
南
部
七
草
会

■
南
部
町
農
畜
産
物
加
工
処

理
施
設

【
管
理
者
】　

な
が
わ
百
笑 

苦
楽
部

■
南
部
町
名
川
特
用
林
産
物

加
工
セ
ン
タ
ー

【
管
理
者
】　

達
者
村
特
産

品
協
議
会

※　
指
定
す
る
期
間
は
、
い

ず
れ
の
施
設
も
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で

消防団員の年額報酬と出動報酬の額を改正

区　分 改正前 改正後
団　長 52,600円 82,500 円
副団長 39,500円 69,000 円
分団長 25,900円 50,500 円

副分団長 20,700円 45,500 円
部長 17,300円 37,000 円
班長 15,100円 37,000 円
団員 13,700円 36,500 円

災害支援団員 10,000円 26,600 円

区　分 改正前
(費用弁償) 改正後

水火災 1,500円 　４時間以上
8,000 円

　４時間未満
3,500 円

捜　索

１日５時間未満
1,500円

１日５時間以上
3,000円

警　戒 1,500円 1,500 円訓　練 1,500円

　令和４年４月１日から、消防団員の年額報酬と火災
などへの出動報酬の額が改正されました。
問合せ　総務課　☎0178-76-2111

出動報酬の額

年額報酬の額
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主な議案（第 107回定例会）
■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▽　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
の
増
額
に
伴
う
返
礼
品

発
送
な
ど
の
経
費
と
し

て
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
２
億
９
１
１
７
万 

４
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
１
６
億
９
２
３
１
万 

６
千
円
と
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部

を
変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
福
地
橋
橋
梁
補
修
４
号

工
事
）

▽　

撤
去
し
た
塗
膜
片
の

処
分
費
お
よ
び
運
搬
費
の

減
額
に
よ
り
、
請
負
代
金

６
９
０
６
万
８
０
２
３
円

か
ら
２
２
６
万
５
０
２
３

円
を
減
額
し
た
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
助
川
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
助
川
岩
雄

人
　
事

人
　
事

■
財
産
の
無
償
譲
渡（
里
バ
ス
）

▽　

南
部
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス（
な
ん
ぶ
ち
ぇ

り
バ
ス
）
の
運
行
に
あ
た

り
、
安
定
的
か
つ
継
続
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
図
る

た
め
、
町
が
所
有
す
る
バ

ス
４
台
を
事
業
委
託
先
の

岩
手
県
北
自
動
車
㈱
に
無

償
で
譲
渡
し
た
。

専
決
処
分

専
決
処
分

そ
の
他

そ
の
他

■
町
道
の
路
線
変
更

▽　
そ
の
他
町
道
下
タ
町
・

長
尾
下
線
道
路
改
良
事
業

の
工
事
完
了
に
伴
い
、
町

道
の
終
点
部
を
変
更
し

た
。
変
更
後
の
総
延
長
は

８
２
５・９
㍍
。

■
南
部
町
副
町
長
の
選
任

▽
佐
々
木
俊
昭 

氏（
上
名
久
井
）

【
任
期
】

　
令
和
４
年
４
月
５
日
か
ら

令
和
８
年
４
月
４
日

■
南
部
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命

▽
高
橋
力
也 

氏（
八 

戸 

市
）

【
任
期
】

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
7
年
３
月
31
日

■
南
部
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

▽
小
萩
沢
公
子 

氏（
平

）

【
任
期
】

　
令
和
４
年
４
月
５
日
か
ら

令
和
８
年
４
月
４
日

■
南
部
町
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命

▽
山
田
憲
幸 

氏（
椛
木
）

　
夏
堀
健
一 

氏（
苫
米
地
）

　
夏
坂
元
一
朗 

氏（
片
岸
）

　
三
浦
恵
美
子 

氏（
福
田
）

　
石

橋

薫 

氏（
上
名
久
井
）

　
川
守
田
雄
一 

氏（
剣
吉
）

　
河
守
田
雄
一 

氏（
下
名
久
井
）

　
中
村
文
男 

氏（
鳥
谷
）

　
工
藤
信
仁 

氏（
下
名
久
井
）

　
梅
内
道
子 

氏（
斗
賀
）

　
佐
々
木
一
雄 

氏（
相
内
）

　
赤
石
敏
文 

氏（
赤
石
）

　
堀
内
重
男 

氏（
小
向
）

　
佐
々
木
正
義 

氏（
沖
田
面
）

　
高
橋
勝
敏 

氏（
高
橋
）

　
佐
々
木
徳
志 

氏（
斗
賀
）

【
任
期
】

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
7
年
３
月
31
日

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

▽
夏
堀
佐
枝
子 

氏（
苫
米
地
）

　
日
渡
文
雄 

氏（
鳥
舌
内
）

　
川
守
田
良
修 

氏（
埖
渡
）

【
任
期
】

　
令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
7
年
６
月
30
日

■
南
部
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
お
よ
び
補
充
員
の
選
挙

▽
委
員
４
人

　
佐
々
木
登
志
雄 

氏（
大
向
）

　
藤
田
克
弘 

氏（
福
田
）

　
松
井
吉
男 

氏（
平

）

　
柳
町
靖
彦 

氏（
剣
吉
）

▽
補
助
員
４
人

　
夏
堀
德
八
志 

氏（
苫
米
地
）

　
稲

葉

勇 

氏（
鳥
舌
内
）

　
和

田

進 

氏（
相
内
）

　
荒
谷
真
人 

氏（
平

）

【
任
期
】

　
令
和
４
年
３
月
７
日
か
ら

令
和
８
年
３
月
６
日

　南部町へのふるさと納税は「さとふる」「楽天」「ふ
るさとチョイス」から申し込みできます。お寄せ
いただいた寄附金は、福祉の増進や地域振興など
の財源として活用しています。
　また、ふるさと寄附金返礼品を提供する事業者
を募集しています。事業者の要件や返礼品の条件
などは、右のQRコードから町ホー
ムページで確認できます。
問合せ
　総務課　☎0178-76-2111

１億

２億

3億

４億

R3R2R1H30H29H28 （年度）

（円）

ふるさと納税寄附金の推移

ふるさと納税寄附金の推移
約3億９千万円

約1億円

南部町からの返礼品は、
「りんご」などの果樹だけ
でなく、加工品もあります。
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議案に対する主な質疑
■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　

結
婚
新
生
活
支
援

事
業
の
減
額
理
由
お
よ
び

予
算
の
根
拠
は
。

工
藤
正
孝　
議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
直
近
３
カ
年
の
対
象
者

と
令
和
３
年
度
の
実
績
を

踏
ま
え
、
予
算
を
精
査
し

減
額
計
上
し
て
い
る
。
令

和
３
年
度
は
家
賃
に
関
す

る
補
助
２
件
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　

滞
納
管
理
シ
ス
テ

ム
共
通
納
税
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

対
応
業
務
の
内
容
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

【
税
務
課
長
答
弁
】

　
　

地
方
税
共
通
納
税
シ

ス
テ
ム
の
利
用
者
が
、
納

付
書
に
記
載
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と

で
電
子
納
税
が
可
能
と
な

る
た
め
、
そ
れ
に
対
応
で

き
る
よ
う
滞
納
管
理
シ
ス

テ
ム
を
改
修
す
る
も
の
。

対
象
税
目
は
軽
自
動
車
税

と
固
定
資
産
税
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
民
生
費
）

【
問
】　

学
童
保
育
施
設
建

設
工
事
の
建
設
場
所
は
。

西
野
耕
太
郎　
議
員

【
健
康
こ
ど
も
課
長
答
弁
】

　
　
小
学
校
統
合
に
よ
り
、

学
童
保
育
で
使
用
し
て
い

る
名
久
井
小
学
校
の
教
室

が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
名
久
井
小
学
校

の
敷
地
内
に
学
童
保
育
施

設
を
建
設
す
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
消
防
費
）

【
問
】　

河
川
監
視
カ
メ
ラ

シ
ス
テ
ム
更
新
業
務
の
内

容
は
。八

木
田
憲
司　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
映

像
配
信
を
行
う
サ
ー
バ
ー

な
ど
、
通
信
機
器
の
老
朽

化
に
伴
い
機
器
を
更
新
す

る
も
の
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
教
育
費
）

【
問
】　

小
中
学
校
統
合
に

併
せ
設
置
す
る
エ
ア
コ
ン

の
財
源
は
。
ま
た
、
設
置

さ
れ
る
教
室
は
。

　

 

閉
校
式
典
事
業
補
助
金

の
各
学
校
へ
の
配
分
は
。

　

 

学
校
統
合
に
向
け
た
施

設
改
修
工
事
の
内
容
は
。

工
藤
愛　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　
エ
ア
コ
ン
設
置
の
財
源

は
、
公
共
施
設
整
備
基
金

を
活
用
し
対
応
す
る
予
定

で
あ
る
。

【
学
務
課
長
答
弁
】

　
　

エ
ア
コ
ン
は
統
合
後

に
使
用
す
る
校
舎
に
設
置

し
、
普
通
教
室
や
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
、
保
健
室
な
ど
に

設
置
す
る
。

　
　
閉
校
式
典
事
業
補
助
金

は
、
閉
校
記
念
誌
の
作
成

な
ど
に
使
用
す
る
た
め
、

各
学
校
に
対
し
、
50
万
円

に
生
徒
数
×
２
千
円
を
加

え
た
額
を
補
助
す
る
。

　
　

施
設
改
修
工
事
と
し

て
、
南
部
小
学
校
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
、
名
久
井

小
学
校
の
特
別
教
室
を
普

通
教
室
に
改
修
す
る
工
事

な
ど
を
行
う
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
病
院

事
業
会
計
予
算
）

【
問
】　

医
師
修
学
資
金
貸

付
事
業
の
推
移
は
。
ま

た
、
町
内
の
医
学
部
に
通

う
学
生
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

夏
堀
文
孝　
議
員

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長
答
弁
】

　
　
令
和
４
年
度
は
医
師
修

学
資
金
の
貸
し
付
け
を
１

名
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

現
在
、
町
内
の
医
学

部
に
通
う
学
生
は
把
握
で

き
る
範
囲
で
確
認
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
医
学

部
に
通
う
学
生
や
医
学
部

を
め
ざ
す
高
校
生
な
ど
に

も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

【
問
】　

県
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
市
町
村

総
合
対
策
事
業
費
補
助
金

４
５
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
町
の
事

業
計
画
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　
県
の
コ
ロ
ナ
対
策
補
助

金
は
、
国
の
コ
ロ
ナ
対
策

臨
時
交
付
金
と
併
せ
て
そ

の
使
途
を
検
討
し
、
補
正

予
算
で
対
応
す
る
。

医師修学資金貸付事業
　地域医療の充実に必要な医師の養成と確保
を目的に、大学の医学を履修する課程に在学
している方に修学資金の貸し付けをしています。
貸付する修学資金の額
　月額15万円以内
　※大学院（修士課程・博士課程）は対象外。
貸付の期間
　在学する大学の修業期間内で72月を限度
償還の免除
　南部町医療センターに医師として６カ月以
上勤務し、かつ、修学資金の貸し付けを受け
た期間の２分の１に達したときは全額免除。
問合せ　医療センター　☎ 0178-76-2001

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会
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一  般  質  問

工 藤 正 孝 議 員

質　
問　
町
有
地
を
ど
の
よ

う
に
資
源
活
用
し
て
い
く
か

は
、
町
政
に
お
い
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
土
地
の
有
効

活
用
方
法
を
公
募
す
る
な

ど
、
町
外
や
県
外
か
ら
の
民

間
需
要
喚
起
や
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
、
今
ま

で
気
付
か
な
か
っ
た
南
部
町

の
魅
力
が
見
え
て
く
る
可
能

性
も
あ
り
、
観
光
資
源
と
し

て
の
価
値
が
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
現
在
、
町
有
地
は
何
カ
所

あ
り
、
面
積
は
ど
の
く
ら
い

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁　
町
有
地
に
は
行

政
財
産
（
役
場
庁
舎
、
消
防

団
屯
所
、
公
園
な
ど
）
と
普

通
財
産
の
区
分
が
あ
り
、
令

和
２
年
度
決
算
で
は
、
行
政

財
産
を
２
４
０
カ
所
（
約

１
３
０
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）、

普
通
財
産
を
65
カ
所
（
約

28
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
所
有

し
て
い
る
。

　
普
通
財
産
の
中
に
は
宅
地

分
譲
し
販
売
し
て
い
る
も
の

や
売
却
し
た
も
の
が
あ
り
、

令
和
３
年
度
は
チ
ェ
リ
ー
タ

ウ
ン
桜
場
・
旧
杉
沢
児
童
館

跡
地
・
旧
福
地
第
４
分
団
屯

所
跡
地
を
売
却
し
て
い
る
。

　
旧
麦
沢
小
学
校
跡
地
や
旧

剣
吉
中
学
校
跡
地
な
ど
の
広

大
な
土
地
は
、
集
会
施
設
の

建
設
地
や
宅
地
分
譲
地
な
ど

可
能
な
限
り
有
効
活
用
し
、

事
業
と
し
て
活
用
で
き
な
い

土
地
は
公
募
に
よ
る
売
却
を

進
め
て
い
く
。
町
有
地
の
確

認
を
行
い
、
適
切
な
活
用
方

法
を
考
え
て
い
く
。

る
好
循
環
サ
イ
ク
ル
が
生
ま

れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
南

部
地
区
町
営
住
宅
建
て
替
え

の
進
捗
を
伺
う
。

町
長
答
弁　
向
小
学
校
が
災

害
時
に
お
け
る
大
向
地
区
の

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
体
育
館
が
子
ど
も
た

ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
候
補
地
を
決
定
す
る

上
で
の
判
断
材
料
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
南
部
地
区
町
営
住
宅
建
設

答答
町有地の確認を行い、適切な活用方法を町有地の確認を行い、適切な活用方法を
考えていく考えていく

用
地
は
、
向
小
学
校
以
外
の

場
所
も
候
補
地
と
し
て
選
定

し
て
い
る
。
各
候
補
地
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考

慮
し
、
候
補
地
の
決
定
に
当

た
っ
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け

る
結
論
を
出
せ
る
よ
う
作
業

を
進
め
て
い
る
。

　
で
き
る
だ
け
早
期
の
建
設

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
令
和
３
年
度
末
に
策

定
す
る
南
部
地
区
町
営
住
宅

建
替
候
補
地
選
定
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
建
設
用
地
を
決

定
し
て
い
き
た
い
。

南
部
地
区
町
営

南
部
地
区
町
営

住
宅
の
進
捗
状
況
は

住
宅
の
進
捗
状
況
は

問問

問問 町有地の現状と今後の活用方法は町有地の現状と今後の活用方法は

令
和
３
年
度
内

令
和
３
年
度
内

に
策
定
す
る
基
本
計

に
策
定
す
る
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
用
地

画
に
基
づ
き
、
用
地

を
決
定
し
て
い
く

を
決
定
し
て
い
く

答答質　
問　
南
部
地
区
町
営
住

宅
の
候
補
地
の
一
つ
で
あ
る

向
小
学
校
は
、
大
向
地
区
の

避
難
場
所
と
し
て
確
保
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
場
所
で
あ
る
。
洪
水
が

発
生
し
た
際
に
は
、
地
域
住

民
の
自
家
用
車
や
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
60
台
以
上
が
避
難
し
て

い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
向
小
学
校
体
育
館

は
３
密
を
避
け
ら
れ
る
唯
一

の
避
難
場
所
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
体
育
館
は
南
部

少
年
剣
士
隊
が
練
習
場
と
し

て
使
用
し
て
お
り
、
何
人
も

の
強
い
子
ど
も
が
育
ち
、
成

人
し
、
そ
の
成
人
た
ち
が
次

の
子
ど
も
に
剣
道
を
伝
承
す

向小学校で行った避難所開設訓練の様子（令和３年度）向小学校で行った避難所開設訓練の様子（令和３年度）

宅地分譲を行ったチェリータウン桜場の様子宅地分譲を行ったチェリータウン桜場の様子
（令和３年６月撮影）（令和３年６月撮影）
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　
問　
共
働
き
家
庭
の
増

加
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
（
以
下
「
児
童
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
。）
を
利
用
す
る
子

ど
も
は
年
々
増
え
て
い
る
。

放
課
後
は
学
習
後
に
心
と
体

を
解
放
す
る
絶
好
の
時
間
で

あ
り
、
子
ど
も
自
身
が
行
き

た
い
と
思
え
る
児
童
ク
ラ
ブ

で
あ
る
こ
と
が
子
育
て
支
援

策
の
大
き
な
土
台
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
学
校
統
合
に
当
た
り
、
子

ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
過
ご
せ
る
環
境
の
整
備
が

一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
外

遊
び
の
時
間
が
少
な
く
、
今

後
、
学
校
統
合
に
よ
り
徒
歩

通
学
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
通

学
す
る
こ
と
に
な
る
と
体
力

が
低
下
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
近
所
の
遊
び

友
達
と
い
う
存
在
も
な
く

な
っ
て
い
く
。
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
安
全
に
走
り
回
れ
る
遊

び
空
間
を
用
意
し
、
体
力
の

向
上
や
友
達
と
の
駆
け
引
き

に
よ
る
社
会
性
の
構
築
を
保

障
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
子

ど
も
が
自
発
的
に
自
由
に
外

遊
び
で
き
る
環
境
は
。

②
多
く
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
小

学
校
敷
地
外
に
あ
り
、
児
童

ク
ラ
ブ
へ
移
動
す
る
際
、
交

通
量
の
多
い
道
路
を
横
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
危
険

で
あ
る
。
学
校
か
ら
児
童
ク

ラ
ブ
へ
移
動
す
る
際
の
安
全

対
策
は
。

③
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児

童
（
障
が
い
児
）
に
と
っ
て
、

静
か
に
過
ご
せ
る
環
境
は
不

可
欠
で
あ
る
。
保
護
者
の
中

に
は
異
年
齢
の
児
童
が
狭
い

空
間
で
過
ご
す
こ
と
に
不
安

を
感
じ
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
就

業
を
諦
め
た
方
も
い
る
。
保

護
者
が
安
心
し
て
就
労
し
、

こ
の
地
域
の
経
済
を
回
す
こ

と
は
、
各
家
庭
の
所
得
向
上

と
地
域
社
会
の
活
力
に
つ
な

が
り
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
特
別
な
支
援
を

要
す
る
児
童
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
状
況
と
必
要
な
場
合
に

利
用
で
き
る
補
助
教
室
な
ど

の
環
境
整
備
は
。

学
校
統
合
後
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境

学
校
統
合
後
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境  

整
備
や
安
全
対
策
は

整
備
や
安
全
対
策
は

安
全
を
第
一
に
考
え
た
環
境
整
備
や
交
通
安
全

安
全
を
第
一
に
考
え
た
環
境
整
備
や
交
通
安
全

指
導
を
継
続
し
て
い
く

指
導
を
継
続
し
て
い
く

教
職
員
な
ど
が
児
童
ク
ラ
ブ

ま
で
徒
歩
で
引
率
し
、
交
通

安
全
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
移
動
に
バ

ス
を
利
用
し
て
い
る
学
校
で

は
、
乗
車
中
に
お
け
る
安
全

指
導
を
年
３
回
程
度
実
施
し

て
い
る
。

③
障
害
者
手
帳
を
持
つ
児
童

の
利
用
は
な
い
が
、
小
学
校

の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
児
童
は
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
し
て
い
る
。
い
ず
れ

の
児
童
ク
ラ
ブ
も
補
助
教
室

を
常
設
し
て
い
な
い
が
、
児

童
の
心
身
の
不
調
や
行
動
特

性
な
ど
に
よ
り
個
別
の
対
応

が
必
要
な
場
合
は
、
他
の
児

童
か
ら
離
れ
た
場
所
で
静
養

さ
せ
る
な
ど
対
応
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
対
応
す
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

問問答答

工 藤 愛 議 員

町
長
答
弁　

児
童
ク
ラ
ブ

は
、
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園

を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
に
業
務
委
託
し
、
町
内

の
小
学
校
区
８
カ
所
で
開
設

し
て
い
る
。
小
学
校
統
合
後

の
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
応
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い

る
保
護
者
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
統
合
や
実
施
場

所
、
移
動
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

①
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て

い
る
施
設
や
隣
接
す
る
認
定

こ
ど
も
園
の
園
庭
、
公
園
な

ど
を
利
用
し
、
放
課
後
児
童

支
援
員
の
見
守
り
の
下
、
自

由
に
外
遊
び
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
い
る
。
天
候
や
気

温
、
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て

は
制
限
を
設
け
る
こ
と
も
あ

る
が
、
児
童
の
自
主
性
を
尊

重
し
つ
つ
、
安
全
を
第
一
に

一
定
の
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で

自
由
に
遊
べ
る
環
境
に
配
慮

し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
体

制
を
継
続
し
て
い
く
。

②
主
に
新
入
生
を
対
象
に
、

向児童クラブに隣接しているポケットパーク向児童クラブに隣接しているポケットパーク
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一  般  質  問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

川 守 田 稔 議 員

質　
問　
行
政
文
書
の
保
管

は
南
部
町
文
書
取
扱
規
程
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
規
程
第

32
条
に
保
存
年
限
の
基
準
を

規
定
し
て
い
る
が
、
文
書
の

重
要
度
を
判
断
す
る
基
準
は

明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
総
務
課
長
、
各
課
課
長
、

各
課
文
書
取
扱
主
任
ら
が
文

書
の
保
管
に
関
し
事
務
を
担

当
し
て
い
る
が
、
担
当
者
の

価
値
観
の
違
い
に
よ
っ
て
、

年
度
ご
と
に
保
存
年
限
が
異

な
る
と
い
っ
た
判
断
が
さ
れ

る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
保
管
さ

れ
て
き
た
行
政
文
書
や
、
こ

れ
か
ら
発
生
す
る
行
政
文
書

の
全
て
を
電
子
化
し
て
保
存

し
て
い
く
考
え
は
。

町
長
答
弁　
南
部
町
文
書
取

扱
規
程
に
基
づ
き
、
文
書
の

整
理
・
保
管
・
廃
棄
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
文
書
管
理
の

責
任
者
と
し
て
各
課
に
１
人

文
書
取
扱
主
任
を
置
く
と
と

も
に
、
各
課
の
課
長
は
文
書

事
務
を
適
正
か
つ
円
滑
に
処

理
し
、
最
終
的
に
文
書
管
理

の
主
管
課
で
あ
る
総
務
課
が

各
課
で
作
成
さ
れ
た
文
書
を

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録

し
て
い
る
。
文
書
管
理
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
知
る
権
利

を
尊
重
し
、
町
の
諸
活
動
の

説
明
責
任
を
全
う
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
情
報
公
開
請

求
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
文
書
の
保
存
年
限
の
設
定

は
、
経
常
的
に
作
成
さ
れ
た

文
書
は
従
前
の
例
に
倣
い
、

新
た
に
発
生
し
た
事
務
事
業

の
文
書
は
法
令
や
先
例
の
事

務
事
業
な
ど
を
参
考
に
主
管

課
長
が
総
務
課
長
と
協
議
し

決
定
し
て
い
る
。

　
行
政
文
書
の
電
子
化
に
よ

り
文
書
を
保
存
す
る
場
所
の

削
減
や
、
検
索
の
容
易
さ
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ

る
が
、
既
存
文
書
を
電
子
化

す
る
手
間
が
発
生
す
る
。
議

会
で
は
本
会
議
に
係
る
資
料

の
一
部
を
電
子
化
し
て
い
る

が
、
会
議
の
正
式
記
録
と
な

る
議
事
録
な
ど
は
現
在
も
書

類
を
原
本
と
し
て
保
管
し
て

い
る
。

　
全
て
の
行
政
文
書
の
電
子

化
は
、
作
成
さ
れ
た
文
書
が

電
子
フ
ァ
イ
ル
の
ま
ま
決
裁

さ
れ
、
正
確
に
記
録
・
保
存

で
き
る
と
と
も
に
、
情
報
公

開
制
度
へ
の
適
正
な
対
応

や
、
業
務
改
革
が
可
能
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
先

行
自
治
体
に
お
け
る
運
用
状

況
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
検

証
し
て
い
く
。

質　
問　
庁
舎
の
建
て
替
え

や
小
・
中
学
校
統
合
な
ど
に

よ
り
、
不
要
と
な
る
事
務
機

器
、
学
校
備
品
な
ど
が
発
生

す
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の

処
理
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

発
生
す
る
も
の
は
ど
の
よ
う

な
扱
い
を
す
る
の
か
。

町
長
答
弁　
旧
本
庁
舎
の
事

務
机
や
椅
子
な
ど
の
一
部

は
、
他
の
公
共
施
設
で
の
再

利
用
や
福
地
支
所
借
受
者
へ

の
無
償
貸
与
、
町
内
会
な
ど

へ
の
無
償
譲
渡
を
行
い
、
再

利
用
で
き
な
い
も
の
は
廃
棄

処
分
し
た
。
旧
南
部
分
庁
舎

の
事
務
机
や
椅
子
な
ど
は
、

今
後
の
旧
南
部
分
庁
舎
の
活

用
を
考
慮
し
、
再
利
用
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
関

連
機
器
は
、
使
用
可
能
な
も

の
は
代
替
機
器
と
し
て
、
ま

た
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
事

務
室
分
散
な
ど
の
対
策
に
即

時
対
応
で
き
る
よ
う
、
予
備

機
と
し
て
確
保
し
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
統
合
な
ど
で

発
生
す
る
不
要
な
事
務
機
器

や
学
校
備
品
は
、
機
器
の
状

況
を
調
査
、
確
認
し
な
が

ら
、
対
応
方
法
を
検
討
し
て

い
く
。

先行自治体の運用状況や費用対効果など先行自治体の運用状況や費用対効果など
を検証していくを検証していく

問問
行政文書保管の現状と行政文書を電子化行政文書保管の現状と行政文書を電子化
する考えはする考えは

庁
舎
建
設
に
よ

庁
舎
建
設
に
よ

り
不
要
に
な
っ
た

り
不
要
に
な
っ
た  

事
務
機
器
の
扱
い
は

事
務
機
器
の
扱
い
は

問問

公
共
施
設
で
の

公
共
施
設
で
の

再
利
用
や
町
内
会

再
利
用
や
町
内
会

な
ど
へ
無
償
譲
渡
を

な
ど
へ
無
償
譲
渡
を

行
っ
た

行
っ
た

答答

答答

タブレット端末を活用した会議資料の電子化タブレット端末を活用した会議資料の電子化

　旧役場本庁舎（現福地支所）で使用
していた事務用机と椅子は、各行政
員へ使用希望調査を行
い、使用希望のあった
７つの行政区へ無償譲
渡しました。

事務機器の一部を無償譲渡
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

夏堀 嘉一郎 議員

地
域
循
環
共
生
圏
に
お
け
る
考
え
を
当
町
に

地
域
循
環
共
生
圏
に
お
け
る
考
え
を
当
町
に  

取
り
入
れ
る
考
え
は

取
り
入
れ
る
考
え
は

令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
総
合
振
興
計
画
後
期

令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
総
合
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
に
取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

基
本
計
画
に
取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

問問答答
質　

問　

２
０
１
８
年
４

月
、
環
境
省
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
方
な
ど
を
活
用
し
た
地

域
循
環
共
生
圏
を
提
唱
し

た
。
地
域
資
源
を
生
か
し
自

立
分
散
型
の
社
会
を
形
成
す

る
こ
と
や
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
て
補
完
し
支
え
合
う
こ

と
で
地
域
の
活
力
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
よ
う
と
い
う
考

え
方
は
、
当
町
に
も
必
要
で

あ
る
と
思
い
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
県
や
市
内
に
工
場
を
持
つ

企
業
や
教
育
機
関
、
金
融
機

関
と
連
携
し
、
三
八
地
域
の

工
場
な
ど
の
排
熱
を
利
用
す

る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
が
あ
る
。
未

利
用
熱
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ

プ
で
は
南
部
町
内
で
発
生
す

る
未
利
用
熱
が
郡
内
で
一
番

の
供
給
量
が
あ
る
と
示
し
て

お
り
、
排
熱
を
利
用
す
る
こ

と
で
他
分
野
の
事
業
者
と
利

益
の
あ
る
関
係
が
可
能
に
な

る
こ
と
や
、
地
域
資
源
を
活

用
し
災
害
対
応
に
充
て
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
地

域
資
源
を
地
域
内
で
循
環
さ

せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
、
今
後
の
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
に
な
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

②
森
林
が
土
砂
の
崩
壊
を
抑

制
す
る
な
ど
、
生
態
系
が
持

つ
防
災
・
減
災
機
能
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
、
災
害
に

強
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
形
成
、
気
候
変
動
に
よ
る

自
然
災
害
の
激
甚
化
に
対
応

す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

③
三
戸
町
、
田
子
町
、
南
部

町
の
有
志
が
地
域
活
性
化
を

目
的
に
設
立
し
た
「
サ
ン
ノ

ヘ
エ
ー
ル
」
と
い
う
団
体
が

あ
る
。
住
民
が
気
付
い
て
い

な
い
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ

し
地
域
活
性
化
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
当
団
体
や
先
導

者
た
ち
の
存
在
価
値
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
地
域
資
源
を
生
か
し
、
多

様
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
重

要
視
し
て
い
る
地
域
循
環
共

生
圏
の
創
造
と
大
き
く
共
通

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
大

き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
な
る

と
思
う
が
、
当
団
体
に
対
す

る
今
後
の
可
能
性
を
含
め
町

の
考
え
は
。

④
世
界
的
潮
流
と
な
っ
て
い

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
、
町
の

考
え
方
や
向
き
合
い
方
、
既

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

町
長
答
弁　
①
大
規
模
災
害

な
ど
の
発
生
を
契
機
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
実

現
し
自
立
的
で
持
続
可
能
な

災
害
に
強
い
地
域
分
散
型
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。

今
後
、
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

②
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
国
や
県

に
対
し
て
馬
淵
川
整
備
の
要

望
活
動
を
行
い
、
そ
の
結
果

実
施
さ
れ
た
河
川
整
備
に
よ

る
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。

災
害
を
防
ぐ
、
あ
る
い
は
被

害
を
軽
減
す
る
上
で
、
堤
防

な
ど
の
人
工
物
イ
ン
フ
ラ

と
、
自
然
が
持
つ
水
量
調
整

や
土
壌
浸
食
の
抑
制
な
ど
、

生
態
系
を
活
用
し
た
防
災
対

策
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
地
域
の
状
況
に
応

じ
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と

で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
「
サ
ン
ノ
ヘ
エ
ー
ル
」
と

は
接
点
が
な
く
、
新
聞
記
事

な
ど
で
活
動
を
拝
見
す
る
だ

け
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

活
動
を
注
視
し
て
い
く
。

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
の
特
別

な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
令
和
４
年
度
中
に
策

定
予
定
で
あ
る
第
２
次
南
部

町
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
事
業
展
開
や
、

地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
、
民
間
の
地
域
づ
く

り
団
体
と
の
連
携
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

　持続可能な開発目標（SDGs）とは、2030年までに持
続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。
　「貧困をなくそう」や「飢餓をゼロに」などの17のゴー
ル・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人
取り残さない」ことを誓っています。日本も積極的に取
り組んでいます。

持続可能な開発目標（SDGs）とは
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一  般  質  問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

⇒　遊休農地・耕作放棄地の実態把握と発生防止に努めるため、農地パトロール
を強化していく必要があると思われる。また、隣接する農地に雑草や害虫など
の悪影響が及ばないよう対処していく必要があると思われる。

⇒　環境保全隊など、地域の団体の取り組みを強化し、再生困難な農地にならな
いよう農林課及び農業委員会で働きかけをしていく必要があると思われる。

産業建設産業建設常任委員会常任委員会 委 員 長：根市勲　副委員長：西野耕太郎
委 員：沼畑俊一、八木田憲司、滝田勉

令和３年12月８日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

耕作放棄地について調調 査査

果果結結

耕作放棄地現地調査の様子耕作放棄地現地調査の様子長期間の放棄により農地への復元が困難な農地長期間の放棄により農地への復元が困難な農地

西野 耕太郎 議員

国の動向を注視し、町としての対応を 国の動向を注視し、町としての対応を 
検討していく検討していく

問問
帯状帯状疱疱

ほうほう

疹疹
しんしん

予防接種ワクチンに対する 予防接種ワクチンに対する 
一部助成措置を行う考えは一部助成措置を行う考えは

答答

質　
問　
帯
状
疱ほ

う
疹し

ん
は
、
水

ぼ
う
そ
う
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

で
起
こ
る
皮
膚
の
病
気
で
、

赤
い
斑
点
と
痛
み
を
伴
い
体

の
左
右
ど
ち
ら
か
に
帯
状
に

生
ず
る
病
気
で
あ
る
。
帯
状

疱ほ
う

疹し
ん

後
、
神
経
を
損
傷
す
る

こ
と
で
神
経
痛
が
伴
う
ほ

か
、
い
ろ
い
ろ
な
合
併
症
を

引
き
起
こ
す
厄
介
な
病
気
で

あ
る
。
50
歳
代
か
ら
80
歳
代

ま
で
の
３
人
に
１
人
が
加
齢

や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る
免

疫
力
の
低
下
が
原
因
で
発
病

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予

防
対
策
が
可
能
だ
が
、
接
種

が
任
意
で
あ
る
こ
と
や
接
種

費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
か

ら
予
防
対
策
が
進
ん
で
い
な

い
。
他
市
町
村
で
は
接
種
費

用
に
対
し
て
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
当
町
と
し
て
も
助
成
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
対

応
は
。

町
長
答
弁　
帯
状
疱ほ

う
し
ん疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
医
療
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
町
内
の
医
療

機
関
で
実
施
し
て
お
り
、
自

己
負
担
で
の
接
種
と
な
っ
て

い
る
。

　
全
国
１
７
４
１
市
町
村
の

中
で
帯
状
疱ほ

う
し
ん疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
を
確
認
で
き
た
と

こ
ろ
は
10
カ
所
程
度
で
あ

り
、
県
内
で
は
助
成
の
実
施

や
実
施
の
検
討
を
し
て
い
る

市
町
村
は
な
い
。

　
国
の
厚
生
科
学
審
議
会
に

お
い
て
帯
状
疱ほ

う
し
ん疹
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
や
安
全
性
な
ど
を
議

論
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

国
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
定
期

接
種
と
し
た
場
合
に
は
、
町

と
し
て
助
成
を
し
て
い
く
か

検
討
し
て
い
く
。

常任委員会の調査結果報告常任委員会の調査結果報告
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常任委員会報告

常任委員会の所管事務調査計画（令和４年度）

総務企画常任委員会

１）消防団における課題と将来の構
想について

２）空き家・空き地及び危険家屋の
現況について

１）ジュノハート販売促進事業に 
ついて

２）水田営農確立事業について
３）道路整備要望箇所の現地調査

１）スポーツ少年団について
２）介護保険事業の現況について
３）聖寿寺館跡出土品の管理状況 

及び（仮称）展示収蔵施設について

産業建設常任委員会 教育民生常任委員会

⇒　小・中学校統合は、通学方法や学童保育など多岐にわたり検討が必要となる
ため、担当課が連携し、一体となり事務を進めていく必要があると思われる。
そのため、小・中学校統合を総括する役場内の組織づくりについても検討する
必要があると思われる。

⇒　学童保育は、児童の安全を第一に考え、施設内だけでなく学校から学童保育
までの移動についても十分配慮する必要があると思われる。また、小学校の空
き教室や既存の町施設を学童保育に活用できないか検討することも必要である
と思われる。

⇒　新型コロナウイルス感染症が再拡大した場合でも経済社会活動と両立できる
ようワクチン接種証明書を活用していく必要が
あると思われる。

⇒　長期にわたる新型コロナウイルス感染症対策
により、感染状況が落ち着いた状態であっても
自粛ムードが続くことから、町施設の利用や各
種団体の活動などの指針を示した町独自のガイ
ドラインを策定し、経済社会活動との両立を目
指していく必要があると思われる。

教育民生教育民生常任委員会常任委員会 委 員 長：山田賢司　副委員長：工藤愛
委 員：馬場又彦、夏堀文孝、坂本典男、久保利樹

令和３年12月23日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

小・中学校統合及び学童保育について調調 査査

果果結結

ワクチン接種証明書の活用について調調 査査

果果結結

教育民生常任委員会の様子教育民生常任委員会の様子

⇒　従来の予算・決算制度を補完するものとして
作成する財務書類について、定期的に議会への
配布や説明をしていく必要があると思われる。

⇒　財務書類を公表する際は、町民が分かりやす
い資料づくりをしていく必要があると思われる。

総務企画総務企画常任委員会常任委員会 委 員 長：中舘文雄　副委員長：工藤正孝
委 員：川守田稔、夏堀嘉一郎、松本啓吾

令和４年２月17日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

統一的な基準による地方公会計について調調 査査

果果結結

総務企画常任委員会の様子総務企画常任委員会の様子
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主な議案（第 108 回臨時会）

第第
108108
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

最
高
裁
判
所
へ
上
告
お
よ
び
上
告

最
高
裁
判
所
へ
上
告
お
よ
び
上
告

受
理
申
立
て
す
る
こ
と
を
可
決

受
理
申
立
て
す
る
こ
と
を
可
決

　
第
１
０
８
回
臨
時
会
に
は
議
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議
で
の
討
論
内
容
を
抜
粋
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
６
月
上
旬
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。

■
上
告
及
び
上
告
受
理
申
立

て
に
つ
い
て

▽　
令
和
元
年
12
月
に
町
が

訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
中
央

公
民
館
他
解
体
工
事
の
件

で
、
第
１
審
の
青
森
地
方

裁
判
所
の
判
決
で
は
当
町

が
全
面
勝
訴
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
第
２
審
の
仙
台

高
等
裁
判
所
で
は
相
手
方

の
主
張
が
一
部
認
め
ら
れ

た
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
最
高
裁
判
所
に
上

告
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

決
を
求
め
る
も
の
。

▽　

討
論
（
反
対
討
論
２

人
、
賛
成
討
論
６
人
）
を

行
い
、
採
決
を
実
施
。

▽　

議
員
14
人
（
除
斥
１

人
）
に
よ
る
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
賛
否
は
次
㌻

下
段
の
表
の
と
お
り
。

主
な
議
案

３
月
３
月
3030
日日

反
対
討
論

　
○
川
守
田
稔
議
員

　
　
本
件
提
案
は
町
長
提
出

と
し
て
で
は
な
く
、
議
員

自
身
の
反
省
の
態
度
を
誠

実
な
る
町
民
に
示
す
意
味

も
込
め
て
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
対
処
す
べ
き
事

案
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

少
な
く
と
も
こ
れ
以
降
の

訴
訟
に
係
る
費
用
は
、
当

該
議
員
お
よ
び
そ
の
関

係
者
が
負
担
す
べ
き
で
あ

り
、
み
だ
り
に
血
税
に
頼

る
態
度
、
慣
例
を
改
め
、

そ
の
他

そ
の
他

議
員
個
々
人
の
役
割
を
改

め
て
深
く
省
み
る
べ
き
事

案
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

反
対
討
論

　
○
滝
田
勉
議
員

　
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
中
央
公
民
館
他
解
体
工

事
）
の
議
決
の
際
、
町
長

か
ら
入
札
の
指
名
を
受
け

た
会
社
・
企
業
は
、
発
注

者
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
審
査

の
結
果
、
信
頼
で
き
る
企

業
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
入
札
の
瑕

疵
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し

て
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論

し
た
。

　
　
現
在
も
そ
の
考
え
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
今
回
の

第
２
審
の
判
決
結
果
を
、

行
政
も
私
た
ち
議
会
も
厳

粛
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

↖
賛
成
討
論
は
次
㌻

■
上
告
及
び
上
告
受
理
申
し

立
て
に
つ
い
て

【
問
】
次
の
５
点
を
伺
う
。

①
上
告
理
由
「
法
令
の
解

釈
に
関
す
る
重
要
な
事
項

に
つ
き
誤
り
が
あ
る
こ
と

か
ら
」
と
は
具
体
的
に
ど

う
い
う
こ
と
か
。

②
上
告
の
提
案
者
は
町
長

で
よ
い
か
。

③
こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た

弁
護
士
費
用
、
裁
判
費
用

は
。

④
上
告
し
た
場
合
、
新
た

に
発
生
す
る
費
用
は
。

⑤
本
訴
状
に
関
し
町
が
委

任
し
て
い
る
弁
護
士
を
選

定
し
た
理
由
は
。

川
守
田
稔　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

①
日
本
国
憲
法
で
定
め
ら

れ
た
議
会
が
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
行
っ
た
議
決

で
あ
り
、
そ
れ
を
違
法
と

し
た
こ
と
は
憲
法
に
違
反

し
、
ま
た
、
法
令
の
解
釈

に
関
す
る
重
要
な
事
項
に

誤
り
が
あ
る
と
考
え
る
。

②
上
告
は
町
が
行
い
、
町
長

が
代
表
と
な
る
。

③
現
在
ま
で
に
弁
護
士
費
用

１
５
４
万
円
に
加
え
、
通

信
費
な
ど
の
費
用
が
発
生

し
て
い
る
。

④
訴
訟
費
用
２
万
６
千
円
と

通
信
費
が
発
生
す
る
。
上

告
受
理
申
し
立
て
に
は
弁

護
士
費
用
は
発
生
し
な
い
。

⑤
第
１
審
、
第
２
審
と
同
様

に
弁
護
士
法
人
た
い
よ
う

総
合
法
律
経
済
事
務
所
へ

委
任
す
る
。

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
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主な議案（第 108 回臨時会）

　

町
内
は
い
ま
、
果
樹
や

田
植
え
で
繁
忙
期
を
迎
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
名
産
品
が
実
り
多
き

一
年
と
な
っ
て
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
や
交
戦
状
態
に
よ

る
物
価
高
騰
に
め
い
る
こ

と
な
く
、
町
民
の
生
活
が

健
や
か
に
な
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
た
め
に
な
る
よ

う
な
議
会
だ
よ
り
の
編
集

に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
声
を

か
け
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員　
夏
堀
嘉
一
郎　
記

議会傍聴

　６月定例会は、６月３日に開会
しますので、傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありま
すので、議会事務局までお問い合
わせください。

☎0178-38-5971

〇：賛成　×：反対　除：除斥〇：賛成　×：反対　除：除斥
議長は採決に加わりません。議長は採決に加わりません。賛否が分かれた議案賛否が分かれた議案

議　案　名

審
議
の
結
果

工

藤

愛

松
本
啓
吾

久
保
利
樹

夏
堀
嘉
一
郎

坂
本
典
男

滝

田

勉

西
野
耕
太
郎

山
田
賢
司

八
木
田
憲
司

中
舘
文
雄

工
藤
正
孝

夏
堀
文
孝

沼
畑
俊
一

根

市

勲

馬
場
又
彦

川
守
田
稔

議案第40号
上告及び上告受理申立てについて 可決 〇 〇 〇 除 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 ×

賛
成
討
論

　
○
松
本
啓
吾
議
員

　
　
住
民
か
ら
選
ば
れ
た
議

員
は
、
住
民
の
代
弁
者
と

し
て
責
任
を
も
っ
て
議
会

で
発
言
し
て
い
る
。
当
時

の
議
決
に
関
し
て
、
第
２

審
の
判
決
文
に
あ
る
裁
量

権
の
逸
脱
ま
た
は
濫
用
は

な
い
と
考
え
る
。

賛
成
討
論

　
○
久
保
利
樹
議
員

　
　

南
部
町
議
会
議
員
は

選
挙
に
よ
っ
て
町
民
の
代

表
と
し
て
選
ば
れ
議
会
を

構
成
し
て
い
る
。
第
２
審

の
判
決
は
議
会
の
議
決
に

お
い
て
恣
意
的
な
部
分
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

我
々
は
採
決
に
お
い
て
恣

意
的
な
考
え
で
賛
成
・
反

対
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
　
今
回
の
判
決
は
議
会
の

存
続
自
体
を
覆
す
も
の
で

あ
り
、
南
部
町
議
会
だ
け

で
な
く
、
他
の
地
方
自
治

体
の
議
会
に
関
し
て
も
多

大
な
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論

　
○
中
舘
文
雄
議
員

　
　
㈱
夏
堀
組
の
前
代
表
取

締
役
で
あ
る
夏
堀
嘉
一
郎

議
員
は
、
新
庁
舎
建
設
反

対
を
公
約
に
掲
げ
、
町
議

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
当

選
し
て
い
る
。

　
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
中
央
公
民
館
他
解
体
工

事
）
の
際
、
新
庁
舎
建
設

反
対
を
公
約
に
掲
げ
る
前

代
表
取
締
役
が
い
た
業
者

が
、
新
庁
舎
建
設
に
関
係

す
る
工
事
に
応
札
す
る
こ

と
に
疑
念
を
持
っ
た
。
ま

た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
慮

し
反
対
の
判
断
を
し
た
。

　
　

第
１
審
、
第
２
審
の

判
決
が
異
な
る
の
で
あ
れ

ば
、
最
高
裁
判
所
に
判
断

を
し
て
い
た
だ
く
の
が
当

然
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
○
西
野
耕
太
郎
議
員

　
　
議
会
の
議
決
は
裁
量
権

の
逸
脱
ま
た
は
そ
の
濫
用

に
当
た
る
も
の
と
し
た
第

２
審
の
判
決
は
、
地
方
自

治
法
を
守
る
議
員
と
し
て

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
判
断

で
あ
り
、
違
法
で
あ
る
と

い
う
裁
判
所
の
判
決
は
間

違
っ
て
い
る
。

賛
成
討
論

　
○
山
田
賢
司
議
員

　
　

第
２
審
の
判
決
に
あ

た
っ
て
は
、
議
員
個
々
の

裁
量
権
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
部
分
が
多
く
、
今
後

議
員
活
動
す
る
上
で
、
ど

こ
が
問
題
な
の
か
、
ま
た
、

問
題
が
な
い
の
か
、
最
高

裁
で
き
ち
ん
と
結
果
を
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
討
論

　
○
工
藤
愛
議
員

　
　

地
方
自
治
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
事
項
に
の
っ

と
っ
て
議
会
運
営
し
て
お

り
、
議
会
の
議
決
権
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、

正
当
な
手
段
を
も
っ
て
議

決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
損
害
賠
償
請
求

権
が
生
じ
る
、
得
る
べ
き

利
益
で
あ
っ
た
と
認
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

と
考
え
る
。
仮
に
最
高
裁

で
の
判
決
が
第
２
審
と
同

様
で
あ
っ
た
場
合
は
、
訴

訟
に
係
る
費
用
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。議案第40号の起立採決の様子議案第40号の起立採決の様子



３月24日３歳児健康診査３月24日３歳児健康診査

ぬまはた　あいり ちゃん
（平）

ぬまはた　あいり ちゃん
（平）

もんま　うた ちゃん
（沖田面）

もんま　うた ちゃん
（沖田面）

すぎぶち　ゆずき ちゃん
（剣吉）

すぎぶち　ゆずき ちゃん
（剣吉）

ほそごえ　みう ちゃん
（埖渡）

ほそごえ　みう ちゃん
（埖渡）

おおみ　ななみ ちゃん
（福田）

おおみ　ななみ ちゃん
（福田）

工藤町長が同校を訪れ、目録と達者米を贈呈しました

町から名農高へ達者米贈呈
生徒全国募集　同校の寮を支援

4月28日、町から名久井農業高校の寮に「南
部達者米」が贈られました。名農高は来年度か
ら生徒を全国募集することとなり、町では同校
を支援するため、年間約600㌔の地元産米を提
供。この取り組みは、来年度以降も継続して行
う予定です。

南部達者米は、町内で低農薬栽培された「つ
がるロマン」で、現在入居している寮生10人の
食事に使用されます。

寮生の代表で受け取った3年の大向莉央さん
と風張航太さんは「残さず食べて、高校生活に
全力で取り組みたいです」と話しました。
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